
藍鼎元『女學Jの研究〔6〕(下見)

藍
鼎
元
『
女
學
』
　
の
研
究
　
〔
6
〕

本
稿
に
は
、
前
号
に
続
い
て
「
婦
徳
」
上
岩
の
.
以
下
の
章
に
関
す
る
研
究
を
掲
載
す
る
。

〔
5
〕
、
「
父
母
之
徳
」
　
(
三
十
章
「
淳
干
意
」
は
、
こ
れ
に
関
す
る
第
一
の
章
で
あ
る
が
、

前
号
　
〔
5
〕
　
に
掲
載
済
み
で
あ
る
。
)

第
三
十
一
章
、
「
楊
豊
」
・
「
宛
陵
女
」
・
r
分
寧
影
女
」

◎
　
「
論
日
」
　
(
藍
鼎
元
の
女
性
論
　
-
　
身
を
捨
て
て
親
を
護
る
勇
気
を
称
え
る
)

第
三
十
二
章
、
「
崔
志
女
J

第
三
十
三
章
、
「
曹
奴
」
・
「
叔
先
雄
」
・
「
機
項
眞
」

〔
6
〕
、
「
事
兄
授
之
徳
」

第
三
十
四
章
、
r
事
兄
授
之
徳
」
　
に
関
連
す
る
立
言
。
「
顔
氏
家
訓
目
し

◎
　
「
事
兄
竣
之
徳
」
　
に
つ
い
て
藍
鼎
元
の
論

第
三
十
五
章
、
「
誹
英
」

〔
7
)
、
「
去
妬
之
徳
」

第
三
十
六
章
、
去
柘
の
徳
に
つ
い
て
の
立
言
。
r
皇
氏
日
」
　
(
こ
の
章
は
、
『
広
島
国
際

学
院
大
学
研
究
　
報
告
』
第
3
3
巻
、
二
〇
〇
〇
年
に
掲
載
、
嫉
妬
に
関
す
る
歴
代

の
論
や
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
既
述
。
)

第
三
十
七
章
、
『
漢
書
』
杜
欽
日
　
(
こ
の
章
も
、
同
上
の
掲
載
済
み
。
)

第
三
十
八
草
、
r
皇
明
内
訓
目
し

第
三
十
九
章
、
「
成
湯
之
妃
J

.
下
見
　
隆
雄

、

〔
5
〕
、
′
「
父
母
之
徳
」

【
第
三
十
二
阜
】
　
「
父
母
之
徳
」
　
(
前
号
に
続
く
)

[
原
文
]
宋
南
郷
賭
民
揚
壁
、
輿
息
女
香
、
千
田
穫
粟
、
竪
鳥
虎
所
喋
、
香
年

甫
十
四
、
手
無
寸
刃
、
見
父
被
傷
、
舎
命
棲
拳
、
而
猛
虎
頸
、
竪
因
獲
免
、
太

守
聞
之
、
賜
以
穀
南
、
仇
旋
其
門
、
[
節
、
舎
上
菅
、
撰
如
羊
切
、
掻
音
厄
、
守
去

啓、]宛
陵
有
女
、
夜
輿
母
共
寝
、
母
島
虎
所
攫
、
女
執
虎
尾
、
暗
競
、
行
十
里
、

不
拾
、
虎
毛
露
落
、
乃
置
其
母
而
去
、
詔
表
其
門
、
[
節
、
競
平
啓
、
]

分
寧
彰
女
、
従
父
入
山
採
樵
、
虎
嘲
其
父
而
去
、
女
抜
刀
欧
虎
、
奪
父
還
、

詔
賜
粟
島
、
令
州
賭
歳
時
存
問
、

論
日
、
此
皆
舎
命
護
親
、
不
期
昇
而
自
勇
者
也
、
孝
思
迫
切
、
虎
口
可
以
生

′

還
、
而
況
其
他
乎
、
[
舎
上
菅
、
]
　
　
右
第
三
十
二
早
。

お

采
の
南
郷
鯖
の
民
、
揚
豊
は
、
息
女
の
香
と
輿
に
、
田
に
干
い
て
粟
を
穫

カ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ゴ

ご

し

り
い
た
る
に
、
里
、
虎
の
喧
む
所
と
焦
る
。
香
、
年
貯
め
て
十
四
、
手
に
寸
刃

ふ
る

す
ら
無
し
。
父
の
傷
を
被
る
を
見
て
、
命
を
舎
て
て
拳
を
壊
い
て
、
而
し
て
虎

し
め
つ
け

の
頸
を
拓
す
。
里
、
因
り
て
免
る
る
を
獲
た
り
。
太
守
、
之
れ
を
聞
き
て
、

賜
は
る
に
穀
向
を
以
て
し
、
仇
お
其
の
門
に
施
す
。
(
1
)
　
[
節
な
り
。
舎
は
、

上
菅
。
横
は
、
如
羊
の
切
。
掟
は
、
音
厄
。
守
は
、
去
管
。
]
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つ
か
み
と

宛
陵
に
女
有
り
て
、
夜
、
母
と
輿
に
共
に
寝
ね
た
り
。
母
、
虎
の
攫
る
所

て
は
な

と
慮
る
。
女
、
虎
の
尾
を
執
え
て
、
暗
競
し
つ
つ
、
行
く
こ
と
十
里
な
る
も
、
拾

さ
ず
、
虎
、
毛
、
轟
く
落
ち
て
、
乃
ち
其
の
母
を
置
き
て
而
し
て
去
る
。
詔
あ

り
て
其
の
門
に
表
す
。
(
2
)
　
[
節
な
り
。
賊
は
、
平
啓
。
]

た
き
ぎ

分
牢
の
彰
女
は
、
父
に
従
い
て
山
に
入
り
て
樵
を
採
り
い
た
り
、
虎
、
其

く

わ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

き

の
父
を
嘲
え
て
而
し
て
去
る
。
女
、
刀
を
抜
き
て
虎
を
放
り
て
、
父
を
奪
い
て

還
る
。
詔
あ
り
て
粟
島
を
賜
い
、
州
癖
に
令
し
て
歳
時
に
存
問
せ
し
む
。
(
3
)

論
じ
て
日
う
。
此
れ
皆
に
、
命
を
舎
て
て
親
を
護
ら
ん
と
し
、
勇
を
期
せ
ず

し
て
而
し
て
自
ず
か
ら
勇
な
る
者
な
り
。
孝
思
、
迫
切
す
れ
ば
、
虎
口
す
ら
も

以
て
生
還
す
可
し
。
而
る
を
況
ん
や
其
の
他
を
や
。
(
4
)
　
[
舎
は
、
上
智
。
]

右
」
第
三
十
一
章
。

○
資
科
研
究

(
1
)
　
「
南
郷
賭
」
、
故
城
は
、
今
の
河
南
省
新
川
鯨
の
東
南
。
こ
の
伝
記
は

『
異
苑
』
巻
十
(
『
御
覧
』
四
百
十
五
「
孝
女
」
引
、
〕
な
お
、
巻
八
百
九
十
二
「
虎
下
し

引
『
孝
子
侍
』
に
も
、
楊
香
の
話
を
掲
げ
る
。
)
　
に
見
え
る
。
「
順
陽
、
南
郷
の
膀
里

は
、
息
の
香
と
輿
に
、
田
に
於
い
て
粟
を
穫
り
い
た
る
に
、
因
り
て
、
虎
の
喧

む
所
と
烏
る
。
香
、
年
十
四
、
手
に
寸
刃
す
ら
無
し
。
直
ち
に
虎
の
頸
を
佑
す
。

竪
、
遂
に
免
る
る
を
得
た
炉
。
太
守
、
平
昌
の
孟
肇
之
、
賜
わ
り
て
之
れ
に
穀

ノ

を
貸
え
、
其
の
門
間
に
施
し
た
り
。
」
　
(
『
御
覚
』
引
に
は
、
「
因
り
て
」
が
無
く
て
、

「
虎
の
喧
む
所
と
鳥
る
」
　
と
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
「
香
、
年
甫
め
て
十
四
」
・
r
乃
ち
虎
の

頸
を
拓
す
。
里
、
因
り
て
免
る
を
獲
た
り
。
香
、
誠
孝
な
る
を
以
て
感
を
致
し
、
猛
獣
、

之
れ
が
病
め
に
邊
巡
す
。
」
・
「
賜
り
て
穀
を
資
し
」
　
と
あ
る
。
)

呂
坤
『
閏
範
』
巻
二
に
、
「
楊
香
捻
虎
」
　
と
し
て
掲
げ
、
「
楊
香
は
、
南
郷

醇
の
揚
翌
の
女
な
り
。
父
に
随
い
て
、
田
間
に
い
た
る
に
、
里
、
虎
の
喧
む
所

と
鳥
る
。
香
、
年
十
四
、
手
に
寸
刃
す
ら
無
し
。
乃
ち
虎
の
頸
を
捻
す
。
里
、

因
り
て
免
る
る
を
獲
た
り
。
太
守
、
之
れ
を
聞
き
て
、
穀
を
賜
わ
り
て
、
其
の

門
間
に
放
す
。
」
　
と
あ
る
。
楊
香
を
主
人
公
に
置
き
換
え
て
語
り
始
め
る
。

『
仇
英
給
固
江
氏
列
女
侍
』
巻
六
に
　
「
順
陽
楊
香
」
　
を
掲
げ
、
「
漠
の
楊
香

は
、
順
陽
南
郷
醇
の
揚
里
の
女
な
り
。
父
に
庸
い
て
、
田
間
に
て
粟
を
積
り
い

た
る
に
、
聖
、
虎
の
曳
く
所
と
鳥
る
。
香
、
年
十
四
、
手
に
寸
刃
す
ら
無
し
。

乃
ち
虎
の
頸
を
拓
す
。
虎
も
亦
た
牙
を
靡
し
て
逝
く
。
里
、
因
り
て
免
る
る
を

得
た
り
。
太
守
、
平
昌
の
孟
肇
之
、
賜
わ
り
て
穀
を
資
し
、
其
の
門
間
に
施
し

た
り
。
」
　
と
あ
る
。
ま
と
め
方
や
表
現
は
『
御
覧
』
引
の
　
『
異
苑
』
に
類
似
す

る
が
、
こ
れ
も
、
楊
香
を
主
と
し
て
語
り
始
め
る
形
式
に
変
じ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
給
固
列
女
侍
』
が
、
話
を
漢
代
に
設
定
す
る
の
は
、
特

異
で
あ
る
。
ま
た
、
清
の
『
廣
列
女
侍
』
巻
一
八
　
「
孝
女
類
」
　
も
、
こ
れ
と
同

文
を
紹
介
す
る
　
(
な
ぜ
か
、
『
華
陽
國
志
』
を
典
拠
と
す
る
)
。
し
か
し
、
も
し
『
異

苑
』
が
始
め
て
紹
介
し
た
も
の
な
ら
、
南
朝
末
の
劉
敬
叔
の
撰
と
い
わ
れ
る
か

ら
、
漠
代
と
い
う
設
定
は
や
や
無
理
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
『
女

學
』
が
、
話
の
時
代
を
、
末
と
し
て
い
る
の
が
む
し
ろ
納
得
で
き
る
。
活
の
『
賢

媛
園
説
』
　
の
　
「
孝
女
」
　
は
、
『
女
學
』
と
同
文
を
掲
げ
る
。
な
お
、
『
古
今
固

書
集
成
』
閏
媛
典
第
三
二
　
「
閏
孝
部
」
　
に
明
の
陳
紐
儒
『
虎
菅
』
(
楊
香
は
、
揚

里
の
女
な
り
。
父
に
随
い
て
「
　
田
間
に
て
稲
を
刈
り
い
た
る
に
、
笠
、
虎
の
喧
む
所
と
島

る
。
香
、
才
十
四
、
手
に
寸
兵
す
ら
無
し
。
逮
か
に
虎
の
頸
を
指
す
。
虎
、
奔
逸
し
て
免

る
る
を
得
た
り
。
太
守
、
孟
肇
之
、
其
の
事
を
上
し
、
詔
し
て
門
間
に
施
す
。
」
　
と
。
な

お
、
「
賓
玉
堂
秘
笈
」
績
集
所
収
の
　
『
虎
菅
』
巻
一
に
こ
の
話
を
紹
介
す
る
が
、
特
に
時

代
を
明
記
し
な
い
。
ま
た
、
「
才
」
を
、
r
年
」
　
に
作
る
。
)
　
か
ら
引
き
、
こ
れ
は
、
時

代
を
晋
と
す
る
。

こ
の
話
は
、
「
二
十
四
孝
」
　
に
も
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
『
二
十
四
孝
詩
選
』
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に
よ
れ
ば
、
詩
に
、
「
深
山
、
白
額
に
逢
い
、
努
力
め
て
握
風
を
持
つ
。
父
子
、

倶
に
暮
無
く
、
身
を
機
口
の
中
よ
り
脱
す
。
」
　
と
あ
り
、
「
楊
香
、
其
の
父
、

虎
の
鳥
め
に
曳
き
去
ら
る
。
香
、
虎
を
持
ち
て
遂
に
害
を
免
る
。
」
　
と
あ
る
。

こ
こ
に
は
、
「
楊
香
」
を
特
に
女
子
と
は
明
記
せ
ず
、
詩
に
は
「
父
子
、
倶
に
」

と
あ
り
、
「
楊
香
」
　
は
男
子
か
と
の
解
釈
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日

本
寛
文
年
間
刊
の
　
『
日
記
故
事
大
全
』
巻
一
「
二
十
四
孝
」
　
に
は
、
「
楊
香
、

年
十
四
歳
、
云
々
」
と
あ
り
、
注
に
、
「
香
、
年
十
四
、
背
力
未
だ
剛
な
ら
ず
。
」

と
い
う
。
女
子
と
い
う
想
定
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
龍
谷
大
学
図

書
館
j
蔵
の
『
新
刊
全
相
二
十
四
孝
詩
選
』
の
図
入
り
本
に
は
、
「
楊
香
」
　
は

男
子
の
ご
と
く
措
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
二
十
四
孝
」
　
系
統
の
も
の
で

も
、
女
子
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
も
の
も
有
る
。
例
え
ば
、
日
本
大
阪
書
林

刊
『
二
十
四
孝
』
に
は
、
「
楊
豊
と
い
え
る
も
の
の
む
す
め
な
り
」
　
と
記
し
、

京
都
法
文
館
刊
『
絵
入
り
二
十
四
孝
抄
』
に
は
、
「
楊
香
は
女
な
り
而
も
比
の

時
十
五
歳
な
り
」
　
と
す
る
。
た
だ
、
他
の
　
「
孝
子
伝
」
　
系
統
の
も
の
で
は
、
女

子
と
明
記
す
る
も
の
が
普
通
の
よ
う
で
あ
る
。
明
の
朱
棟
撰
『
孝
順
事
賓
』
巻

一
〇
に
も
　
「
楊
香
拓
虎
」
　
を
載
せ
る
が
、
「
楊
豊
の
女
」
　
と
す
る
。
ま
た
、
上

記
の
寛
文
刊
の
『
日
記
故
事
大
全
』
で
も
、
巻
三
孝
感
に
「
打
虎
奪
父
」
で
は
、

「
楊
香
は
女
な
り
」
と
明
記
す
る
し
、
『
三
綱
行
賃
』
の
　
「
楊
香
拓
虎
」
で
も
、

「
楊
豊
の
女
」
　
と
す
る
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
所
生
子
女
、
皆
目
息
、
穫
昔
獲
、
刈
禾
也
、
喧
音
響
、
嘆
也
、

拓
捉
也
、
按
也
、

生
む
所
の
子
女
を
、
皆
な
息
と
日
う
。
種
は
、
音
獲
。
未
を
刈
る
な
り
。
喧

は
、
音
誓
。
嘆
ら
う
な
り
。

拓
は
、
捉
う
る
な
り
。

と
あ
る
。
各
本
、

②
所
生
子
女
、
皆
目
息
、

捻
捉
也
、
按
也
、

③
所
生
子
女
、
皆
目
息
、

絵
捉
也
、
按
也
、

④
所
生
子
女
、
皆
目
息
、

拓
招
也
、
投
也
、

⑤
所
生
子
女
、
皆
目
息
、

絵
捉
也
、
按
也
、

⑥
所
生
子
女
、
皆
目
息
、

域
挺
l
也
、
按
也
、

お
さ按

う
る
な
り
。

穫
音
獲
、
刈
禾
也
、
喧
音
誓
、
喫
也
、

穫
音
獲
、
刈
禾
也
、
喧
音
誓
、
嗅
也
、

穫
音
穫
l
、
旬
刊
也
、
喧
音
刻
、
喫
也
、

穫
音
獲
、
刈
禾
也
、
喧
音
響
、
咳
也
、

穫
音
頭
、
刈
禾
也
、
喧
音
矧
、
筍
也
、

ノ

　

8

7

と
あ
る
。
②
・
③
・
⑤
は
、
「
内
閣
文
庫
」
　
本
に
同
じ
で
あ
る
が
、
④
・
⑥
の

傍
線
部
の
字
の
誤
り
は
甚
だ
し
い
。

(
2
)
　
『
染
書
』
列
侍
四
一
孝
行
侍
の
　
「
腺
曇
恭
」
　
侍
に
、
「
宣
城
の
宛
陵
に

と
.
り

女
子
有
り
て
、
夜
、
母
と
輿
に
床
を
同
じ
う
し
て
寝
ね
た
り
。
母
、
虎
の
掃
う

つ
か

る
所
と
宿
る
。
女
、
競
叫
し
て
虎
を
撃
み
て
、
虎
の
毛
、
遍
く
落
つ
。
行
く
こ

と
十
敷
里
に
し
て
、
虎
、
乃
ち
之
れ
を
棄
つ
。
女
、
母
を
抱
き
て
還
り
て
、
猶

お
く
り
も
の

お
気
有
る
も
、
時
を
経
て
絶
し
た
り
。
太
守
の
蒼
環
、
焉
に
　
博
　
す
。
表
し

て
其
の
状
を
言
う
。
詔
有
り
て
其
の
門
間
に
施
す
。
」
　
と
あ
る
。

ま
た
、
『
南
史
』
列
侍
第
六
四
、
「
孝
義
下
」
　
の
　
「
張
景
仁
」
　
に
こ
の
話
を
付

す
る
。
「
天
監
中
、
宣
城
の
宛
陵
の
女
子
、
母
と
輿
に
床
を
同
じ
う
し
て
眠
ね

た
り
。
母
、
猛
獣
の
取
る
所
と
焦
る
。
女
、
暗
競
し
っ
つ
瞳
い
、
猛
獣
を
撃
み
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て
、
行
く
こ
と
十
敷
里
に
し
て
、
獣
の
毛
、
.
轟
く
落
つ
。
獣
、
乃
ち
其
の
母
を

置
き
て
去
る
。
女
、
母
を
抱
き
て
、
猶
お
気
息
有
る
も
、
時
を
経
て
乃
ち
絶
し

た
り
。
郷
里
、
郡
醇
に
言
う
。
太
守
の
斎
環
、
表
し
て
上
す
。
詔
も
て
其
の
門

か
か
げ
し
め

間
に
　
梯
　
す
。
」
　
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
『
女
學
』
と
表
現
や
ま
と
め
方
に
多

少
の
差
が
有
る
。
し
か
し
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
、
『
女
學
』
は
、
や
や
『
南
史
』つ

か

に
近
い
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
『
梁
書
』
　
で
は
、
「
女
、
競
叫
し
て
虎
を
撃

み
て
、
虎
の
毛
、
轟
く
落
つ
。
行
く
こ
と
十
敷
里
に
し
て
云
々
」
　
と
す
る
が
、

『
南
史
』
　
で
は
、
「
女
、
疇
競
し
っ
つ
随
い
、
猛
獣
を
撃
み
て
、
行
く
こ
と
十

笥
U
。
1
」
洲
慧
明
朝
1
園
引
喝
可
。
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、
『
女
學
』
が
、
「
女
、

虎
の
尾
を
執
え
て
、
疇
競
し
つ
つ
、

行
く
こ
と
十
里
な
る
も
、
捨
さ
ず
、
虎
、

毛
、
轟
く
落
ち
て
云
々
」
　
と
す
る
の
に
や
や
類
似
す
る
。

『
廣
列
女
侍
』
巻
一
八
に
　
「
宛
陵
女
」
　
を
載
せ
る
。
内
容
は
、
「
宛
陵
に
女

有
り
て
、
夜
、
母
と
輿
に
共
に
寝
ね
た
り
。
母
、
虎
の
攫
る
所
と
焦
る
。
女
、

晩
醸
し
っ
つ
、
虎
d
感
を
執
‥
苛
、
行
く
こ
と
十
里
な
る
も
、
捨
さ
ず
。
虎
、

風
、
轟
く
落
ち
て
、
乃
ち
其
の
母
を
置
き
て
而
し
て
去
る
。
詔
し
て
咽
q
表
す
。
」

(
『
賢
媛
園
説
』
の
　
「
孝
女
」
　
に
も
、
「
楊
香
」
　
の
　
「
附
録
」
　
に
こ
の
話
を
載
せ
て
い
る
。

た
だ
、
「
漸
競
し
っ
つ
、
虎
の
風
を
執
え
て
、
行
く
こ
と
十
里
な
る
も
、
捨
さ
ず
。
虎
、

毛
、
整
　
l
く
落
ち
て
」
と
す
る
。
)
　
と
あ
る
。
傍
線
部
分
の
表
現
・
文
字
に
異
同
が

あ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
類
似
す
る
ま
と
め
方
で
あ
る
F
。
『
女
學
』
は
、
あ

る
い
は
、
こ
れ
と
同
じ
資
料
(
『
廣
列
女
侍
』
は
こ
れ
に
明
確
な
典
拠
を
示
さ
カ
い
▼

が
、
こ
の
直
前
の
伝
記
に
、
明
の
陳
再
謹
撰
『
説
儲
』
一
巻
二
一
集
一
巻
を
掲
げ
る
。
)

に
依
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
攫
青
畳
、
爪
持
也
、

裸
は
、
昔
重
。
爪
持
す
る
な
り
。

と
あ
る
。
各
本
、

②
　
攫
音
歪
、
瓜
持
也
、

③
　
攫
音
歪
、
爪
持
也
、

④
　
攫
音
刻
、
爪
持
也
、

⑤
　
攫
音
別
、
風
持
也
、

⑥
　
攫
青
銅
、
爪
持
也
、

と
あ
る
。
③
が
お
そ
ら
く
本
来
の
面
目
を
保
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
『
宋
史
』
列
侍
第
二
一
九
　
「
列
女
侍
」
　
に
、
「
劉
列
封
嘲
1
渕
州
可
分

牢
の
劇
刻
吋
到
割
引
。
父
魂
に
従
い
て
山
に
入
り
て
刺
を
伐
り
い
た
り
。
外
。

虎
に
退
い
て

に
脱
せ
ざ
ら
ん
と
す
。

女
、
刀
を
抜
き
て
、
虎
を
折
り
て
、
期

の
l
父
を
奪
い
て
耐
u
可
還
る
。

事
、
聞
せ
ら
れ
て
、
詔
あ
り
て
粟
島
を
賜
い
、

州
醇
に
赦
し
て
、
歳
時
に
存
問
せ
し
む
。
」
　
と
あ
る
。
傍
線
部
分
が
、
『
女
學
』

の
表
現
と
異
な
る
。
な
お
、
直
接
の
関
係
は
な
い
が
、
『
賢
媛
固
説
』
に
、
「
楊

香
」
　
の
話
の
　
「
附
録
」
に
、
類
似
す
る
も
の
と
し
て
、
「
宛
陵
女
」
と
と
も
に
、

次
の
話
を
紹
介
す
る
。
動
物
は
虎
で
は
な
く
て
豹
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
建

徳
、
王
氏
の
女
、
父
、
卦
て
舎
傍
に
転
せ
し
と
き
、
軌
に
退
い
て
、
喧
む
所
と

宿
る
。
曳
き
て
山
に
升
る
に
、
父
、
大
い
に
呼
ぶ
。
女
、
管
を
聞
き
て
趨
し
て

救
わ
ん
と
す
。
父
棄
つ
る
所
の
鋤
を
以
て
、
豹
の
脳
を
撃
ち
て
之
れ
を
殺
す
。

父
、
生
く
る
を
得
た
り
。
」
　
と
あ
る
。

(
4
)
　
こ
れ
は
、
藍
鼎
元
の
孝
行
観
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
上
記
、
呂
坤
『
閏

範
』
は
、
孝
女
楊
香
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
論
す
る
。
「
惟
だ
義
の
み
能
く

勇
な
り
。
脇
、
女
子
よ
り
怯
な
る
は
莫
く
、
力
、
関
門
の
少
年
よ
り
弱
き
は
莫
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し
。
猛
慾
に
し
て
多
力
な
る
こ
と
、
喧
人
の
虎
よ
り
強
き
は
美
し
。
香
や
、
乃

ち
能
く
其
の
頸
を
拓
し
て
、
而
し
て
父
を
救
う
に
生
を
以
て
す
。
向
し
て
孝
念

の
迫
切
す
る
に
非
ず
ん
ば
、
奮
い
て
身
を
顧
み
る
せ
ざ
ら
ん
。
勇
を
以
て
し
力

を
以
て
す
る
も
、
堂
に
能
く
自
ら
敵
せ
ん
や
。
幸
い
に
し
て
而
し
て
雨
つ
な
が

ら
全
き
も
、
亦
た
　
天
祐
有
り
。
香
の
心
の
若
く
ん
ば
、
則
ち
倶
に
死
す
る
も

亦
た
恨
み
無
か
ら
ん
。
」
　
と
い
う
。

あ
ら
い
ど
う
ぷ
つ

ま
た
、
『
絵
図
列
女
侍
』
の
注
氏
の
論
評
は
、
「
虎
、
戻
　
轟
と
経
も
、
人
、

甘
餌
と
錐
も
、
能
く
誠
孝
を
以
て
感
通
す
れ
ば
、
則
ち
天
地
鬼
神
も
、
黙
工
て

た

す

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

　

　

　

　

　

　

　

　

て

に

お

え

ぬ

も

の

持
っ
て
之
れ
を
相
く
る
こ
と
有
り
。
虎
の
人
に
輿
け
る
、
異
類
に
し
て
　
媚
　
F

な
る
な
り
。
楊
香
、
一
女
子
な
る
を
以
て
虎
を
給
し
て
、
以
て
其
の
父
を
全
う

す
。
差
し
是
の
時
に
昔
た
り
て
、
香
の
心
、
惟
だ
父
有
る
を
知
る
の
み
に
て
、

虎
有
る
を
知
ら
ざ
り
し
な
ら
ん
。
故
に
、
以
て
虎
を
石
祝
し
て
、
而
し
て
奮
い

て
身
を
顧
み
ず
し
て
、
父
を
難
よ
り
免
れ
し
む
。
然
ら
ず
ん
ば
、
彼
、
伏
虎
の

法
、
勅
虎
の
法
有
る
に
非
ざ
れ
ば
、
虎
に
談
じ
て
色
攣
ず
る
こ
と
を
な
し
え
ざ

ら
ん
。
さ
す
れ
ば
則
ち
虎
を
見
て
而
し
て
股
慄
す
る
の
み
な
ら
ん
。
故
に
、
人

の
篤
め
に
し
て
虎
を
持
て
ば
、
則
ち
礪
婦
と
焦
り
、
父
の
鳥
め
に
し
て
而
し
て

虎
を
給
す
れ
ば
、
則
ち
楊
香
と
烏
る
。
徒
だ
持
ち
て
何
ぞ
傷
ま
ん
。
死
す
る
と

雌
も
悔
ゆ
る
無
き
な
り
。
」
　
と
い
う
。
「
漏
婦
」
　
は
、
『
孟
子
』
悉
心
下
第
に
紹

介
す
る
虎
を
持
つ
婦
人
の
話
に
基
ず
く
。

い
ず
れ
も
、
個
人
的
な
利
害
を
越
え
た
孝
の
誠
が
常
識
を
超
越
す
る
行
動
を

引
き
起
こ
す
こ
と
。
ま
た
、
人
間
の
こ
の
真
情
が
天
地
鬼
神
の
霊
妙
な
助
け
を

招
来
す
る
と
い
う
認
識
を
示
す
。
孝
に
神
秘
的
な
力
の
援
助
を
結
び
付
け
る
の

は
、
孝
子
説
話
の
一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
が
、
藍
鼎
元
は
、
こ
こ
で
、
「
孝

思
、
迫
切
す
る
」
　
を
提
示
す
る
が
、
強
い
て
神
秘
霊
妙
と
関
連
づ
け
よ
う
と
は

し
て
い
な
い
。

な
お
、
直
接
関
係
は
な
い
が
、
呂
坤
『
閏
範
』
巻
二
に
は
、
「
慮
氏
代
母
」

を
載
せ
る
。
虎
に
襲
わ
れ
た
母
を
助
け
る
た
め
に
、
娘
が
身
代
わ
り
に
な
る
話

へ

で
あ
る
。
呂
坤
は
、
次
の
よ
う
に
論
評
す
る
。
「
世
に
、
豊
に
虎
を
畏
れ
る
ざ

る
の
人
有
ら
ん
や
。
況
や
、
一
胎
怯
の
女
子
な
る
お
や
。
濁
り
母
の
前
に
首
た

り
て
、
雁
だ
我
を
喧
む
を
恐
れ
ざ
ら
ん
や
。
此
れ
何
の
心
な
る
や
。
一
情
の
篤

く
す
る
所
、
萬
念
、
倶
に
忘
る
。
虎
、
何
ぞ
慮
氏
を
嘗
喧
せ
ん
。
天
、
固
よ
り

之
れ
に
侶
す
る
に
、
章
孝
を
以
て
應
ず
る
の
み
。
」
　
と
い
う
　
(
『
采
史
』
巻
二
一

九
　
「
列
女
」
　
に
　
「
童
氏
女
」
　
を
載
せ
る
。
こ
れ
も
、
襲
わ
れ
た
母
の
身
代
わ
り
に
な
る
話

で
あ
る
。
)
。
こ
の
話
は
、
凄
惨
で
あ
る
。
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
、
孝
の
テ
ー

マ
と
し
て
論
評
す
る
の
も
困
難
で
あ
る
。
諸
家
は
こ
の
話
を
あ
ま
り
扱
わ
な
い

よ
う
で
あ
る
。
『
女
學
』
も
こ
れ
を
取
り
上
げ
な
い
。
た
だ
し
、
清
の
康
基
淵

こ
ろ
し
す
て
る

『
女
學
纂
』
巻
下
　
「
女
」
　
に
こ
の
話
を
取
り
上
げ
、
「
世
の
女
を
　
溺
　
す
る

者
、
総
べ
て
女
子
を
以
て
無
益
と
烏
す
の
み
。
慮
氏
、
身
を
捨
て
て
母
の
死
を

免
る
。
女
子
、
何
ぞ
人
に
負
わ
ん
や
。
」
　
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
女
子
の
立
場

か
ら
の
、
世
論
へ
の
反
論
・
批
判
で
あ
り
、
儒
教
倫
理
を
背
景
と
す
る
女
子
の

人
間
主
張
の
意
識
も
伺
え
る
。
男
性
が
論
評
す
る
場
合
に
は
、
女
子
に
で
も
で

き
る
誠
の
孝
情
を
賞
賛
し
、
こ
の
角
度
か
ら
、
男
子
の
孝
行
を
促
そ
う
と
す
る

傾
向
も
存
す
る
。
例
え
ば
、
呂
坤
『
関
範
』
巻
二
　
「
女
子
之
道
」
や
、
『
仇
英

給
固
江
氏
列
女
侍
』
巻
六
の
　
「
脅
太
倉
女
」
　
に
加
え
た
呂
坤
・
江
氏
の
論
な
ど

が
そ
れ
で
あ
る
。

【
第
三
十
二
章
】

[
原
文
]
政
和
中
、
済
南
崔
志
有
女
甚
孝
、
母
臥
病
久
、
冬
月
思
食
魚
、
而
不

可
得
、
女
日
、
開
音
者
王
祥
臥
沐
得
魚
、
想
不
難
也
、
兄
弟
皆
目
、
女
子
何
妄

論
古
今
、
女
日
、
不
然
、
父
母
有
鬼
女
者
、
本
欲
養
生
送
死
、
兄
謂
女
不
能
耶
、

89
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乃
同
乳
姐
焚
香
誓
天
、
帥
往
河
中
臥
水
、
凡
十
日
、
果
得
魚
三
焉
、
鱗
笈
相
異
、

掃
以
奉
母
、
母
病
立
愈
、
[
姐
烏
考
切
、
髭
力
渉
切
、
]
　
　
右
第
三
十
二
章

政
和
中
、
済
南
の
崔
志
に
女
有
り
て
甚
だ
孝
な
り
。
母
、
病
に
臥
す
る
こ
と

久
し
。
冬
月
に
、
魚
を
食
ら
わ
ん
こ
と
を
思
え
ど
も
、
而
れ
ど
も
得
可
か
ら
ず
。

女
日
わ
く
、
聞
く
な
ら
く
、
昔
は
、
王
梓
、
水
に
臥
し
て
魚
を
得
た
り
と
。
想

う
、
難
か
ら
ざ
る
な
り
と
。
兄
弟
、
皆
な
日
わ
く
、
女
子
、
何
ぞ
妄
り
に
古
今

を
論
ぜ
ん
や
と
。
女
日
わ
く
、
然
ら
ず
。
父
母
の
鬼
女
有
る
者
は
、
本
よ
り
養

う
は

生
・
送
死
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
兄
は
女
に
は
能
わ
ず
と
謂
え
る
や
と
。
乃
ち
乳
姐

と
.
b

と
同
に
香
を
焚
き
て
天
に
誓
う
。
即
ち
河
中
に
往
き
て
水
に
臥
す
。
凡
そ
十
日

に
し
て
、
果
た
し
て
魚
三
を
得
た
り
。
興
野
棺
々
異
な
れ
り
。
折
り
て
以

て
母
に
奉
ず
。
母
、
病
立
ち
ど
こ
ろ
に
愈
え
た
り
。
(
1
)
　
[
姐
は
、
烏
考
の
切
。

鼠
は
、
力
渉
の
切
。
]
　
右
、
第
三
十
三
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
　
陳
紐
儒
『
辟
寒
部
』
巻
四
に
　
「
政
和
中
、
済
南
府
、
高
城
醇
の
孝
義
村

の
崔
志
に
女
有
り
て
甚
だ
孝
な
り
。
母
、
病
に
臥
す
る
こ
と
久
し
。
冬
、
笥
、

魚
を
食
ら
わ
ん
こ
と
を
思
え
ど
も
、
而
れ
ど
も
得
可
か
ら
ず
。
刻
の
女
日
わ
く
、

聞
く
な
ら
く
、
昔
は
、
王
梓
、
水
に
臥
し
て
魚
を
得
た
り
と
。
想
う
、
難
か
ら

ざ
る
な
り
と
。
兄
弟
、
皆
な
日
わ
く
、
轟
く
書
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
書
無
き
に

州
封
。
女
子
∵
何
ぞ
妄
り
に
古
今
を
論
ぜ
ん
や
と
。
女
日
わ
く
、
然
ら
ず
。

父
母
の
鬼
女
有
る
者
は
、
本
よ
り
養
生
・
送
死
せ
ん
こ
と
を
欲
す
。
兄
は
女
に

う

ば

　

と

も

は
能
わ
ず
と
謂
え
る
や
と
。
乃
ち
乳
姐
と
同
に
香
を
焚
き
て
天
に
誓
う
。
即
ち

河
中
に
往
き
て
水
に
臥
す
。
凡
そ
十
日
に
し
て
、
果
た
し
て
魚
三
園
を
得
た
り
。

鱗
笈
、
精
々
異
な
れ
り
。
締
り
て
以
て
母
に
錬
る
。
母
、
之
れ
を
食
ら
い
て
、

病
む
所
、
頓
に
愈
え
た
り
。
人
、
方
に
水
に
臥
す
る
時
を
問
う
或
り
。
日
わ
く
、

身
副
l
以
て
試
み
る
と
車
は
、
l
疎
に
寒
き
を
覚
え
ず
と
。
」
　
と
あ
る
。
傍
線
部
分

が
『
女
學
』
　
の
表
現
と
異
な
る
。

「
王
祥
」
　
の
伝
記
は
、
『
青
書
』
列
侍
三
に
見
え
る
。
「
梓
は
、
性
至
孝
な
り
。

早
に
親
を
喪
う
。
紐
母
の
朱
氏
、
慈
な
ら
ず
。
数
々
、
之
れ
を
讃
す
。
是
に
由

か
つ

り
て
愛
を
父
に
失
え
り
。
…
…
母
、
常
て
生
魚
を
欲
す
。
時
に
、
天
寒
く
泳
凍

る
。
梓
、
衣
を
解
き
て
、
将
に
水
を
剖
き
て
之
れ
を
求
め
ん
と
す
る
に
、
泳
、

忽
ち
自
ず
か
ら
解
け
て
、
壁
鯉
躍
り
出
づ
。
之
れ
を
持
し
て
締
る
。
」
と
あ
る
。

こ
の
話
は
、
『
蒙
求
』
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
「
二
十
四
孝
」
　
の
一
話
と
し
て
も

有
名
で
あ
る
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
姐
老
婦
之
稲
、
即
乳
母
、

宣
音
猟
、
魚
頒
勇
小
撃
、

姐
は
、
老
婦
の
稀
な
り
。
即
ち
乳
母
な
り
。

髭
は
、
音
猟
。
魚
領
の
勇
の
小
馨
な
り
。

と
あ
る
。
各
本
、

②
姐
老
婦
之
稲
、
即
乳
母
、

髭
音
猟
、
魚
領
勇
小
留
、

③
姐
老
婦
之
稀
、
即
乳
母
、

宣
音
猟
、
魚
頒
勇
小
留
、

④
姐
老
婦
之
欄
、
即
乳
母
、

髭
音
猟
、
魚
顧
痢
勇
小
矧
、

⑤
姐
老
婦
之
稀
、
即
乳
母
、

宣
音
粗
、
魚
頒
勇
小
留
、
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⑥
姐
老
婦
之
稀
、
即
乳
母
、

笈
音
狙
、
魚
領
勇
小
留
、

と
あ
る
。
特
に
、
④
の
誤
字
が
甚
だ
し
い
。
な
お
、
頭
注
で
は
な
い
が
、
本
文

注
の
、
「
晃
は
、
力
渉
の
切
。
」
　
が
、
⑥
で
は
、
欠
落
し
て
い
る
。

【
第
三
十
三
幸
】

[
原
文
]
孝
女
曹
紙
上
虞
菅
野
女
也
、
肝
烏
巫
祝
、
能
撫
節
按
歌
、
婆
裟
欒
神
、

五
月
迎
伍
君
、
逆
涛
而
上
、
l
溺
死
不
得
屍
、
蛾
年
十
四
、
沿
江
競
笑
、
志
夜
不

絶
賛
、
旬
有
七
日
、
遂
投
江
死
、
脛
五
日
、
抱
父
屍
而
出
、
今
曹
蛾
碑
鳥
世
所

倖
詞
、
歴
代
不
朽
、
帥
其
事
也
、
[
節
、
肝
音
虚
、
楽
音
洛
、
競
平
聾
、
]
　
牲
鳥

女
子
叔
先
雄
、
父
島
賄
功
菅
。
齋
放
詣
巴
郡
、
堕
水
不
得
屍
、
雄
乗
船
干
父
堕

虞
、
働
巽
赴
水
死
、
見
夢
其
弟
日
、
後
六
日
、
昔
輿
父
屍
同
出
、
至
期
果
然
、

郡
膣
立
嗣
祀
之
　
[
節
、
牲
控
天
切
、
音
堅
、
虞
去
督
、
]

欒
平
女
子
俵
瓔
眞
、
世
漁
都
水
、
父
漁
而
酔
、
不
能
舟
、
風
卒
起
、
溺
死
不

得
屍
、
餞
走
水
上
働
実
、
三
日
不
食
、
耳
鼻
皆
流
血
、
気
絶
伏
地
而
死
、
明
日

父
屍
出
、
一
頭
塩
較
魚
浮
死
者
数
高
、
塞
川
下
、
都
人
篤
神
、
葬
之
部
水
西
、
立

碑
表
焉
、
[
郡
蒲
河
切
、
]

論
日
、
此
皆
不
幸
父
死
没
屍
、
而
以
身
殉
者
也
、
生
則
沿
江
競
笑
、
天
地
惨

倭
、
没
則
精
魂
不
散
、
借
父
以
出
、
偉
哉
孝
女
、
一
至
是
平
、
固
宜
共
同
花
里

隆
、
千
秋
不
朽
也
、
[
競
平
啓
、
]
　
右
第
三
十
三
章
、

そ

う

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

ぴ

ょ

う

L

う

つ

孝
女
曹
蛾
は
、
上
虞
の
曹
畔
の
女
な
り
。
肝
、
巫
祝
と
烏
り
て
、
能
く
撫
　
節

ひ

⊥

し

と

り

う

た

う

し
て
按
　
　
歌
し
、
婆
裟
し
て
神
を
欒
し
ま
し
む
。
五
月
、
伍
君
を
迎
え
て
、

む

か

　

　

　

　

　

さ

か

の

l

∫

溝
に
逆
い
て
而
し
て
上
　
り
、
溺
死
し
て
、
屍
を
得
ず
。
蛾
、
年
十
四
。
江
に

沿
い
て
統
芙
し
て
、
夜
を
轟
く
し
て
馨
を
絶
た
ざ
る
こ
と
、
旬
有
七
日
な
り
。

遂
に
江
に
投
じ
て
死
す
。
五
日
を
経
て
、
父
の
屍
を
抱
き
て
而
し
て
出
づ
。
今
、

曹
蛾
碑
あ
り
て
、
世
の
侍
諭
す
巧
所
と
房
る
。
歴
代
、
朽
ち
ず
と
は
、
即
ち
其

の
事
な
り
。
(
1
)
　
　
[
節
な
り
。
肝
は
、
音
虚
。
楽
は
、
音
絡
。
班
は
、
平
啓
。
]

牲
鳥
の
女
子
、
叔
先
雄
は
、
父
、
好
の
功
菅
と
鳥
る
。
散
を
齋
し
て
巴
郡
に

詣
る
に
、
水
に
堕
ち
て
屍
を
得
ず
。
雄
、
船
に
乗
り
て
、
父
の
堕
ち
し
虞
に
干

い
て
、
働
異
し
て
赴
き
て
水
に
死
す
。
夢
に
其
の
弟
に
見
わ
れ
て
日
わ
く
、
後
、

六
日
に
し
て
、
昔
に
父
の
屍
と
輿
に
同
に
出
づ
べ
L
と
バ
期
に
至
り
て
果
た
し

て
然
り
。
郡
賭
、
詞
を
立
て
て
之
れ
を
祀
る
。
(
2
)
】
　
[
節
な
り
。
牡
は
、
経

天
の
切
。
音
、
堅
。
虚
は
、
去
啓
。
]

じ

上

う

け

い

し

ん

　

　

　

　

　

は

す

い

欒
平
の
女
子
、
餞
瓔
眞
は
、
世
々
都
水
に
漁
す
。
父
、
漁
し
て
而
し
て
酔

に
わ

い
て
、
舟
す
る
縫
わ
ず
、
風
、
卒
か
に
起
こ
り
て
、
溺
死
し
て
、
屍
を
得
ず
。

か

わ

　

は

と

り

餞
、
水
の
上
を
走
り
て
働
果
し
、
三
日
、
食
ら
わ
ず
。
耳
鼻
よ
り
、
皆
な
流

血
し
て
、
気
、
絶
え
て
地
に
伏
し
て
而
し
て
死
す
。
明
日
、
父
の
屍
、
出
づ
。

扁
竃
・
蚊
魚
の
浮
き
死
す
る
者
、
敷
萬
に
し
て
、
川
を
塞
ぎ
て
下
る
。
都
人
、

神
と
篤
す
、
之
れ
を
鄭
水
の
西
に
葬
り
て
、
立
て
て
碑
を
表
し
た
り
。
(
3
)

[
部
は
、
蒲
河
の
切
。
]

論
に
日
わ
く
、
此
れ
皆
な
、
不
幸
に
し
て
父
死
し
て
屍
没
し
て
、
而
し
て
身

を
以
て
殉
ず
る
者
な
り
。
生
き
て
は
、
則
ち
江
に
沿
い
て
競
業
し
て
、
天
地
も
、

か
な
し
み
い
た
む

惨
　
懐
す
。
没
し
て
は
、
則
ち
魂
を
精
し
て
散
ぜ
し
て
。
借
に
し
て
父
を
以

て
出
づ
。
偉
な
る
か
な
孝
女
。
一
に
し
て
是
に
至
れ
る
か
。
固
よ
り
宜
し
く
其

の
詞
喝
の
空
陸
に
し
て
、
千
秋
に
朽
ち
ざ
る
べ
き
な
り
。
(
4
)
　
　
[
班
は
、

平
督
。
]
　
右
、
第
三
十
三
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
　
父
の
名
に
つ
い
て
、
『
女
學
』
は
　
「
昨
」
　
と
す
る
が
、
「
肝
」
　
と
す
る

系
統
の
資
料
が
あ
る
。
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『
後
漢
書
』
列
侍
第
七
四
　
「
列
女
侍
」
　
に
、
「
孝
女
曹
蛾
は
、
合
稽
上
虞
の

人
な
り
。
父
、
肝
、
能
く
絃
歌
し
て
、
巫
祝
と
鳥
る
。
漠
安
二
年
五
月
五
日
、

さ
か
の
ぽ

賭
江
に
於
い
て
清
を
折
り
て
、
婆
裟
神
を
迎
え
て
、
溺
死
し
て
、
屍
骸
を
得

ず
。
蛾
、
年
十
四
。
乃
ち
江
に
沿
い
て
競
果
し
て
、
重
夜
、
啓
を
絶
た
ざ
る
こ

と
、
旬
有
七
日
な
り
。
遂
に
江
に
投
じ
て
而
し
て
死
す
。
元
嘉
元
年
、
賎
長
の

度
尚
、
蛾
を
江
南
の
道
傍
に
改
め
葬
り
、
鳥
め
に
碑
を
立
て
た
り
。
」
と
あ
る
。

『
後
漢
書
』
に
は
、
投
身
し
て
父
の
溺
死
に
殉
じ
た
こ
と
の
み
で
、
父
の
屍
を

抱
い
て
浮
上
し
た
こ
と
を
述
べ
な
い
。
『
類
緊
』
巻
四
引
や
『
御
覚
』
巻
四
一

五
引
の
　
『
合
稽
典
録
』
は
、
両
者
ま
と
め
が
微
妙
に
異
な
る
が
、
父
の
屍
を
抱

い
て
浮
上
し
た
こ
と
を
述
べ
な
い
点
は
。
ほ
ぼ
『
後
漢
書
』
に
等
し
い
。

『
世
説
新
語
』
捷
悟
篇
に
、
魂
の
武
帝
が
曹
蛾
碑
の
所
を
通
り
過
ぎ
た
時
の

話
を
掲
げ
る
。
そ
の
劉
孝
標
注
に
引
く
『
合
稽
典
録
』
の
話
は
、
な
ぜ
か
、
『
類

衆
』
巻
四
引
や
『
御
覧
』
『
後
漢
書
』
な
ど
の
そ
れ
と
ま
た
異
な
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
に
は
無
い
異
質
の
モ
チ
ー
フ
が
見
え
る
。
「
孝
女
曹
蛾
は
、
会
稽
上
虞

の
人
な
り
。
父
、
肝
、
能
く
撫
節
し
て
按
歌
し
、
婆
裟
し
て
神
を
欒
し
ま
し
む
。

漠
安
二
年
、
伍
君
神
を
迎
え
て
、
活
を
折
り
て
上
り
、
水
の
滝
す
る
所
と
鳥
り

て
、
其
の
戸
を
得
ず
。
蛾
、
年
十
四
。
祝
し
て
肝
を
思
慕
し
、
乃
ち
瓜
を
江
に

お
も
う

投
ず
。
其
の
父
の
戸
を
存
し
て
日
わ
く
、
父
の
戸
、
此
こ
に
在
り
と
す
れ
ば
、

た
ま
た
ま

瓜
、
昔
に
沈
む
べ
L
と
。
旬
有
七
日
に
し
て
、
瓜
、
偶
沈
む
。
。
遂
に
江
に

身
を
投
じ
て
.
而
し
て
死
す
。
賄
長
の
度
尚
、
其
の
義
を
悲
憐
し
て
、
之
れ
が
薦

め
に
改
め
葬
り
、
其
の
弟
子
耶
郡
子
穂
に
命
じ
て
、
之
れ
が
薦
め
に
碑
を
作
ら

し
む
。
」
　
と
あ
る
　
(
『
賢
媛
固
説
』
も
「
瓜
」
と
す
る
)
。
父
の
屍
を
俗
信
的
な
手

ノ

法
で
求
め
よ
う
と
す
る
設
定
が
興
味
深
い
。
こ
れ
に
類
似
の
設
定
が
、
「
衣
」

へ
/

を
用
い
て
示
さ
れ
る
も
の
が
『
水
経
注
』
巻
四
〇
漸
江
水
に
引
く
　
「
曹
蛾
碑
」

に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、
「
蛾
の
父
、
肝
、
、
清
を
迎
へ
て
溺
死
す
。
蛾
、
時

ほ
と
り

に
年
十
四
。
父
の
戸
の
得
ら
れ
ざ
る
を
哀
し
み
て
、
乃
ち
競
し
て
江
介
に
践

す
。
因
り
て
衣
を
解
き
て
江
に
投
じ
て
、

の
り
と

祝
し
て
日
わ
く
、
若
し
父
の
戸
に
値
え
ば
、
衣
、
昔
に
沈
む
べ
し
。
若
し
値

血
の
き
れ
　
さ
が
る

わ
ざ
れ
ば
、
衣
、
昔
に
浮
く
べ
L
と
。
裁
、
落
し
て
便
ち
沈
む
。
娘
、
遂

に
沈
み
し
虞
に
於
い
て
水
に
赴
き
て
而
し
て
死
す
。
賭
令
の
度
尚
、
外
甥
の
耶

つ
く

郡
子
超
し
て
碑
文
を
鳥
ら
使
め
て
、
以
て
孝
烈
を
彰
か
に
す
。
」
と
あ
る
。
『
後

漢
書
』
李
賢
注
に
よ
れ
ば
、
「
衣
」
を
「
瓜
」
　
に
作
る
も
の
が
有
る
こ
と
、
こ

の
話
は
、
項
原
『
列
女
侍
』
に
見
え
る
と
い
う
(
『
古
文
苑
』
巻
一
九
「
曹
放
碑
」

の
草
根
注
も
同
じ
)
。
娘
が
祈
っ
て
己
の
切
な
る
願
い
を
託
す
る
物
と
し
て
は
、

「
衣
」
　
の
方
が
納
得
し
や
す
い
よ
う
に
思
う
。
「
瓜
」
　
は
、
あ
る
い
は
「
衣
」

を
誤
り
写
し
た
結
果
で
は
な
か
ろ
う
か
。

一
方
、
『
女
學
』
の
よ
う
に
、
父
の
屍
を
抱
い
て
浮
上
し
た
と
す
る
伝
記
は
、

南
北
朝
時
代
の
采
の
劉
敬
叔
撰
『
異
苑
』
巻
一
〇
に
見
え
る
。
「
孝
女
曹
蛾
な

る
者
は
、
会
稽
上
虞
の
人
な
り
。
父
、
肝
、
、
能
く
絃
歌
し
て
、
巫
と
盛
る
。

漠
安
帝
二
年
五
月
五
日
、
煤
江
に
於
い
て
清
を
折
り
て
、
婆
裟
神
を
迎
え
て
、

溺
死
し
て
、
屍
骸
を
得
ず
。
蛾
、
年
十
四
。
乃
ち
江
に
縁
い
て
班
笑
し
て
、
亘

夜
、
馨
を
絶
た
ざ
る
こ
と
、
七
日
な
り
。
遂
に
江
に
投
じ
て
而
し
て
死
す
。
三

日
後
に
、
父
の
戸
と
倶
に
出
づ
。
元
嘉
元
年
に
至
り
て
、
館
長
の
度
尚
、
姑
を

江
南
の
這
傍
に
改
め
葬
.
牛
島
め
に
碑
を
立
て
た
り
。
」
と
あ
る
。
『
古
文
苑
』

巻
一
九
引
耶
郡
淳
　
「
曹
蛾
碑
」
　
に
も
、
父
が
溺
死
し
た
こ
と
を
述
べ
、
「
時
に

蛾
、
年
十
四
。
放
し
て
肝
を
思
慕
し
、
澤
畔
に
哀
吟
す
る
こ
と
、
旬
有
七
日
な

り
。
遂
に
自
ら
江
に
投
じ
て
死
す
。
五
日
を
経
て
、
父
の
屍
を
抱
き
て
出
づ
。

漢
安
を
以
て
元
嘉
元
年
に
迄
り
、
青
龍
辛
卯
に
在
り
、
之
れ
を
表
す
る
も
の
有

る
美
し
。
度
尚
、
祭
を
設
け
て
之
れ
を
課
す
。
辞
に
日
わ
く
云
々
」
と
あ
る
(
因

み
に
、
後
世
、
王
義
之
書
と
も
云
わ
れ
た
　
「
孝
女
曹
娩
碑
J
-
平
凡
社
『
書
道
全
集
』
中
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国
4
東
晋
に
引
く
-
の
拓
本
の
文
は
、
こ
れ
に
同
じ
で
あ
る
)
。
た
だ
し
、
こ
の
父
の

屍
を
抱
き
浮
上
し
た
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
次
に
掲
げ
る
　
「
叔
先
雄
」
　
の
伝
記

説
話
に
影
響
さ
れ
た
結
果
、
後
に
、
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

曹
蛾
の
説
話
や
そ
の
碑
文
に
関
わ
る
記
載
は
多
彩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の

多
く
は
省
略
す
る
。
拙
著
『
儒
教
社
会
と
母
性
-
母
性
の
威
力
の
観
点
で
み
る

漠
魂
晋
中
国
女
性
史
-
』
　
の
Ⅱ
研
究
篇
第
八
章
の
　
「
孝
女
曹
妓
」
　
に
、
関
連
す

る
考
証
を
掲
げ
る
。
ま
た
、
拙
稿
「
曹
蛾
の
伝
記
説
話
に
つ
い
て
J
　
(
大
阪
大

学
中
国
哲
学
研
究
室
編
輯
『
中
国
研
究
集
刊
』
　
〔
第
二
十
五
号
〕
　
蔵
号
一
九
九
九
年
十
二

月
)
　
に
、
こ
の
説
話
を
巡
る
諸
問
題
を
検
討
し
て
い
る
。

な
お
、
『
女
學
』
.
は
、
「
婆
裟
し
て
神
を
欒
し
ま
し
む
」
　
と
す
る
が
、
古
来
、

『
後
漢
書
』
な
ど
、
「
婆
婆
神
を
迎
え
て
」
　
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
沈
欽
韓
な

ど
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
婆
婆
」
　
は
神
名
で
は
な
い
と
す
べ
き
で
あ
る
と
す

る
説
が
有
力
で
あ
る
。
た
だ
し
、
婆
婆
を
神
名
と
す
る
説
も
必
ず
し
も
否
定
す

べ
き
で
な
い
要
素
を
含
ん
で
い
よ
う
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
考
証
も
上
記
拙
著

・
拙
稿
に
詳
し
い
。

女
性
伝
記
の
系
統
の
資
料
.
と
し
て
、
呂
坤
『
閏
範
』
巻
二
　
「
曹
蛾
求
父
」
　
に

は
、
「
曹
蛾
は
、
上
虞
の
曹
畔
の
女
な
り
。
肝
、
能
く
撫
剣
し
て
長
歌
し
、
婆

裟
し
て
神
を
欒
し
ま
し
む
。
漢
建
安
二
年
五
月
五
日
、
伍
君
を
迎
え
て
、
清
に

逆
い
て
而
し
て
上
り
、
水
の
没
す
る
所
と
烏
り
て
、
其
の
屍
を
得
ず
。
妹
、
年

十
四
。
江
に
沿
い
て
競
巽
し
て
、
十
七
霊
夜
、
聾
を
絶
た
ず
。
遂
に
自
ら
江
に

投
じ
て
以
て
死
す
。
五
日
を
経
て
、
父
の
屍
を
抱
き
て
出
づ
。
賄
長
の
度
尚
、

蛾
を
江
南
の
道
傍
に
改
め
葬
り
、
篤
め
に
碑
を
立
て
た
り
。
」
　
と
あ
る
。
『
女

學
』
　
の
ま
と
め
と
異
な
る
　
(
「
撫
則
し
て
長
歌
」
二
漢
建
安
二
年
五
月
五
日
」
・
「
螺

長
の
度
尚
云
々
」
　
な
ど
)
　
点
も
あ
る
が
、
内
容
は
近
似
す
る
　
(
『
女
學
纂
』
巻
下
は

こ
れ
に
同
じ
)
。
な
お
、
こ
れ
が
、
「
漢
建
安
二
年
」
(
後
漠
厭
帝
、
仙
一
九
七
)

と
す
る
の
は
特
異
で
あ
る
。
普
通
は
、
「
漠
安
二
年
j
(
後
漠
順
帝
、
仙
一
四
三
)

と
す
る
も
の
が
多
い
。
た
だ
し
、
『
異
苑
』
の
よ
う
に
、
「
漠
安
帝
二
年
」
　
と

す
る
も
の
も
有
る
。
他
に
、
『
給
園
列
女
侍
』
巻
六
の
よ
う
に
、
「
漠
安
三
年

五
月
五
日
」
　
と
す
る
も
の
も
あ
る
。

、
以
上
の
も
の
と
異
質
の
卦
と
め
方
が
、
黄
尚
文
輯
『
女
範
篇
』
(
『
閏
範
囲
集
』

・
『
古
今
女
範
』
な
ど
と
も
)
巻
四
「
烈
女
」
に
見
え
る
、
一
「
湊
の
曹
蛾
は
、
曹
畔

の
女
な
り
。
世
々
、
昌
の
西
に
居
る
。
義
理
を
知
り
、
父
母
に
事
え
て
孝
な
り
。

や

ま

あ

い

の

か

わ

　

　

み

な

ぎ

　

　

　

　

　

　

い

か

だ

一
目
、
山
　
潤
に
水
溢
る
に
、
父
、
竹
梓
に
乗
り
て
渡
ら
ん
と
欲
す
。
蛾
、

わ
た

水
湛
り
て
滑
り
難
き
を
以
て
、
父
の
溺
る
る
を
恐
れ
、
之
れ
を
阻
む
も
、
従
わ

一

ず
。
行
き
て
中
流
に
至
り
て
而
し
て
溺
る
。
蛾
、
哀
働
し
て
身
を
顧
み
ず
し
て
、

水
に
投
じ
て
父
を
尋
ぬ
る
こ
と
、
三
日
、
屍
を
抱
き
て
而
し
て
浮
か
ぶ
。
里
人
、

其
の
父
の
鳥
め
に
し
て
而
し
て
死
す
る
を
憐
れ
み
、
二
屍
を
収
め
て
之
れ
を
靖

葬
す
。
凡
そ
九
年
、
之
れ
を
表
す
る
も
の
有
る
莫
し
。
郡
守
の
度
尚
、
祭
絹
を

設
け
て
之
れ
を
課
し
、
碑
を
立
て
詞
を
建
つ
。
」
　
と
あ
る
。
説
話
の
概
略
は
、

大
差
が
無
い
と
も
云
え
る
が
、
ま
と
め
方
は
、
上
記
諸
資
料
と
や
や
異
な
る
。

因
み
に
和
刻
本
『
列
女
侍
』
　
の
『
新
績
列
女
侍
』
後
漠
部
分
に
収
め
る
　
「
孝
女

曹
蛾
」
　
は
、
こ
れ
　
(
『
閏
範
選
集
』
)
　
を
用
い
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
モ
チ
ー
フ
や
ま
と
め
方
が
多
様
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
、
話

と
し
て
膨
大
な
感
情
移
入
を
許
し
、
歴
史
事
実
と
し
て
よ
り
も
、
説
話
的
な
性

格
を
強
め
た
結
果
で
あ
ろ
う
か
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
　
伍
君
即
伍
子
胃
、

伍
君
は
、
即
ち
伍
子
腎
な
り
。
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と
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

②
　
伍
珂
即
伍
子
背

③
　
伍
珂
瑚
伍
子
背

④
　
伍
君
叫
伍
子
背

⑤
　
伍
珂
即
伍
子
胃

⑥
　
伍
君
即
伍
子
胃

⑥
は
、
本
来
の
文
字
を
回
復
し
て
い
る
が
、
他
は
、
本
文
の
注
釈
で
あ
る
と
い

う
認
識
に
欠
け
る
。

(
2
)
　
叔
先
雄
の
話
も
、
『
後
漢
書
』
列
侍
第
七
四
　
「
列
女
侍
」
　
に
見
え
る
。

「
孝
女
叔
先
雄
な
る
者
は
、
牡
馬
の
人
な
り
。
父
、
泥
和
、
永
建
の
初
め
、
醇

の
功
菅
と
鳥
る
。
好
長
、
泥
和
を
遣
わ
し
て
拝
し
て
撤
も
て
巴
郡
太
守
に
謁
せ

し
む
る
に
、
船
に
乗
り
て
滝
水
に
堕
ち
て
物
故
す
。
戸
、
喪
し
て
蹄
せ
ず
。
雄
、

感
念
し
て
怨
痛
し
、
心
に
存
せ
ん
こ
と
を
図
ら
ず
、
常
に
自
ら
沈
ま
ん
と
す
る

の
計
有
り
。
生
み
し
所
の
男
女
二
人
、
並
び
に
敷
歳
な
り
。
雄
、
乃
ち
各
々
に

嚢
を
作
り
、
珠
環
を
盛
り
て
以
て
見
に
繋
け
て
、
数
々
訣
別
の
辞
を
鳥
す
。
家

人
、
毎
に
之
れ
を
防
閑
す
。
百
許
日
を
経
て
後
、
棺
や
解
り
し
と
き
、
雄
、
因

り
て
小
船
に
乗
り
て
、
父
の
堕
ち
し
虞
に
於
い
て
、
働
異
し
て
自
ら
水
に
投
じ

こ
れ
よ
り
の
ち

て
死
す
。
弟
の
賢
、
其
の
夕
、
夢
み
る
。
′
、
雄
、
之
れ
に
告
ぐ
、
柳
　
後
、
六
日

に
し
て
、
昔
に
父
と
共
に
同
に
出
づ
べ
L
と
。
期
に
至
り
て
之
れ
を
甲
γ
に
、

果
た
し
て
父
と
輿
に
相
い
持
し
て
、
江
上
に
浮
か
ぶ
。
郡
輿
表
言
し
、
雄
の

篤
め
に
碑
を
立
て
、
其
の
形
を
園
象
せ
り
。
」
　
と
あ
る
。

こ
の
話
は
、
『
華
陽
國
志
』
巻
三
　
「
萄
志
」
　
に
は
、
「
永
建
元
年
十
二
月

醇
長
の
趨
祉
、
吏
の
先
尼
和
を
遣
わ
し
て
微
を
巴
萄
守
に
拝
せ
し
む
。
成
瑞
灘

を
過
ぎ
り
て
死
す
。
子
の
賢
、
喪
を
求
む
れ
ど
も
得
ず
。
女
の
絡
、
年
、
二
十

玉
。
廼
ち
金
珠
を
分
け
て
、
二
錦
嚢
を
作
り
て
、
兄
の
頭
下
に
繋
く
。
二
年
二

月
十
五
日
に
至
り
て
、
女
の
絡
、
乃
ち
小
船
に
乗
り
て
、
父
の
没
せ
し
所
に
至

り
、
哀
果
し
て
自
ら
沈
む
。
夢
に
賢
に
告
げ
て
日
わ
く
、
二
十
一
日
に
至
り
、

父
の
戸
と
輿
に
供
に
出
ん
と
。
日
に
至
り
、
父
子
、
浮
き
出
づ
。
解
、
言
い
、

郡
太
守
蔚
登
、
之
れ
を
高
L
と
し
て
尚
書
に
上
し
、
戸
曹
操
を
遣
わ
し
て
之
れ

が
鳥
め
に
碑
を
立
つ
。
」
　
と
あ
る
。

先
ず
、
以
上
の
二
資
料
の
間
に
お
け
る
異
同
に
つ
い
て
注
目
す
る
。
登
場
人

物
の
名
が
異
な
る
こ
と
。
『
後
漢
書
』
　
で
は
、
『
華
陽
園
志
』
に
語
る
息
子
に

よ
る
遺
体
捜
索
に
つ
い
て
語
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
後
に
こ
れ
が
、
孝
女
を
語
る

話
と
し
て
定
着
し
た
た
め
に
、
息
子
の
対
応
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
関
心
が
払

わ
れ
な
く
な
っ
た
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
後
漢
書
』

で
、
「
叔
先
雄
」
・
「
泥
和
」
　
と
し
、
『
華
陽
國
志
』
で
、
「
絡
」
・
「
先
尼
和
」
　
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
古
来
議
論
が
有
る
。
『
水
経
注
』
巻
三
三
　
「
江
水
」
　
(
「
光

尼
和
」
・
「
絡
」
)
　
や
『
捜
神
記
』
巻
一
l
　
(
「
叔
先
尼
和
∵
「
雄
」
)
　
な
ど
に
も
、
こ

の
話
が
見
え
る
。
古
く
は
『
困
學
記
聞
』
巻
一
三
　
「
考
史
」
　
が
注
目
し
て
い
る

が
、
鎮
大
折
『
廿
二
史
考
異
』
巻
一
二
の
指
摘
が
明
確
で
あ
る
。
結
論
と
し
て

は
、
「
雄
」
　
は
、
「
錐
」
字
の
壽
で
あ
る
こ
と
、
姓
は
、
「
叔
先
」
ま
た
は
　
「
先
」

で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
諸
家

の
説
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
儒
教
社
会
と
母
性
-
母
性
の
威
力
の
観
点
で
み
る

漠
魂
晋
中
国
女
性
史
-
』
の
研
究
篇
第
八
章
に
紹
介
し
て
い
る
。

『
女
學
』
は
、
「
叔
先
雄
」
　
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
『
後

漢
書
』
の
系
統
の
資
料
に
依
拠
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
緑
園
列
女
侍
』
巻
六
に

も
、
こ
の
話
を
掲
載
し
て
お
り
、
こ
れ
も
『
後
漢
書
』
の
資
料
の
流
れ
を
汲
む
。

「
漠
の
叔
先
泥
和
は
、
牲
鳥
の
人
な
り
。
順
帝
の
永
建
の
初
め
、
泥
和
、
鯖
の

功
菅
と
烏
る
。
賭
長
、
其
れ
を
遣
わ
し
て
巴
郡
太
守
に
拝
謁
せ
し
む
る
に
、
虹
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に
乗
り
て
水
に
堕
ち
て
死
す
。
屍
、
得
可
か
ら
ず
。
其
の
女
、
雄
、
重
夜
競
泣

し
て
、
自
ら
沈
ま
ん
と
欲
す
。
生
む
所
の
一
男
l
女
、
倶
に
幼
し
。
各
々
に
一

重
を
作
り
て
珠
を
盛
り
て
見
に
繋
け
て
、
数
々
、
永
訣
の
詞
を
焦
し
て
、
水
に

赴
き
て
其
の
父
を
求
め
ん
と
欲
す
と
言
う
。
家
人
、
之
れ
を
防
ぐ
こ
と
、
百
線

日
、
棺
や
解
り
し
と
き
、
雄
、
小
虹
に
乗
り
て
、
父
の
溺
れ
し
虚
に
干
い
て
、

働
果
し
て
遂
に
自
ら
水
に
投
ず
。
是
の
夕
、
雄
の
弟
の
賢
、
夢
に
、
雄
来
た
り

て
告
げ
て
日
わ
く
、
後
、
六
日
に
し
て
、
昔
に
父
の
屍
と
輿
に
同
に
出
づ
べ
L

と
。
期
に
至
り
て
之
れ
を
候
う
に
、
果
た
し
て
父
の
屍
と
輿
に
相
い
持
し
て
、

江
上
に
浮
か
ぶ
。
郡
賭
、
表
言
し
、
雄
の
篤
め
に
碑
を
立
て
、
其
の
像
を
園
せ

り
。
」
と
あ
る
。
細
か
く
見
れ
ば
、
表
現
の
異
な
る
部
分
も
有
る
が
、
概
ね
『
後

漢
書
』
を
原
資
料
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
女
學
』
が
い
ず
れ
を
典
拠
と

し
た
か
断
定
は
難
し
い
が
、
「
撤
」
　
を
用
い
る
の
は
『
後
漢
書
』
で
あ
る
。
し

か
し
、
全
体
的
に
か
な
り
省
略
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

「
曹
接
し
・
「
叔
先
雄
」
　
と
も
に
、
本
来
は
、
異
な
っ
た
モ
チ
ー
フ
を
具
え
て

い
た
も
の
が
、
儒
教
社
会
に
お
け
る
、
父
と
娘
の
精
神
的
結
合
や
対
応
を
語
る

説
話
と
し
て
、
同
類
の
教
訓
効
果
が
込
め
ら
れ
た
た
め
に
、
後
世
に
お
い
て
、

説
話
の
独
自
性
が
そ
ぎ
取
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
モ
チ
ー
フ
が
混
同
あ
る
い
は

融
合
さ
れ
る
結
果
を
招
い
て
い
る
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
窟
送
也
、
詣
往
也
、

窟
は
、
送
な
り
。
詣
は
、
往
な
り
。

と
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

②
　
齋
送
也
、
詣
往
也
、

③
　
齋
送
也
、
詣
往
也
、

④
　
齋
送
也
、
國
往
也
、

⑤
　
齋
送
也
、
詣
往
也
、

⑥
　
齋
送
也
、
喝
瑚
也
、

⑥
の
　
「
堕
落
」
　
は
、
本
来
の
文
字
注
釈
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
④

が
、
本
文
の
字
に
注
釈
を
す
る
意
図
か
ら
外
れ
て
い
る
の
に
比
べ
れ
ば
、
少
な

く
と
も
、
頭
注
の
目
指
す
せ
こ
ろ
の
何
た
る
か
を
意
識
は
し
て
い
る
。

(
3
)
　
こ
の
話
は
、
『
新
唐
書
』
列
侍
一
三
〇
　
「
列
女
」
　
に
見
え
る
。
「
餞
蛾
、

字
は
瓔
眞
、
餞
州
の
欒
平
の
人
な
り
。
小
家
に
生
ま
れ
て
、
織
柾
に
勤
め
、
頗

る
自
ら
脩
整
す
。
父
の
勅
、
江
に
漁
し
て
、
風
涛
に
退
い
て
、
舟
、
覆
し
て
、

屍
、
出
で
ず
。
蛾
、
年
十
四
、
水
の
上
に
果
し
て
、
食
ら
わ
ざ
る
こ
と
三
日
に

し
て
死
す
。
俄
に
大
い
に
震
電
あ
り
て
、
水
虫
、
浮
き
出
で
、
父
の
戸
、
浮
き

と
む
ら
い
も
の
　
お
く

出
で
た
り
。
郷
人
、
之
れ
を
異
と
し
て
、
　
脂
　
を
締
り
種
を
具
え
て
、
父
及

び
蛾
を
都
水
の
陰
に
葬
る
。
醇
令
の
魂
仲
光
、
其
の
墓
に
硯
す
。
建
中
の
初
め
、

出
陣
使
の
鄭
淑
則
、
其
の
間
に
表
施
し
、
河
東
の
楊
宗
元
、
岳
め
に
碑
を
立
て

た
り
と
云
う
。
」
　
と
あ
る
。
『
女
學
』
　
の
ま
と
め
方
は
、
小
異
す
る
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
本
の
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
　
漁
捕
魚
也

漁
は
、
魚
を
揃
へ
る
な
り
。

と
あ
る
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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⑤
　
撫
捕
魚
也

⑥
　
漁
捕
魚
也

②
・
③
・
⑤
に
お
け
る
　
「
撫
」
字
は
、
本
文
を
無
視
し
た
頭
注
と
な
っ
て
い

る
。

(
4
)
　
藍
鼎
元
の
孝
女
論
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
は
父
の
後
を
迫
っ
て
死
ん
だ

娘
の
事
例
に
つ
い
て
の
評
論
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
呂
坤
『
閏
範
』
巻
二
の
「
曹

蛾
求
父
」
　
の
評
論
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
「
曹
蛾
、
父
を
求
む
る
こ
と
、
十

有
七
日
な
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
孝
念
衰
え
ず
。
江
に
投
ず
る
こ
と
五
日
に
し
て

屍
を
負
い
て
以
て
出
づ
。
至
誠
の
格
る
所
、
江
神
も
、
霞
を
致
す
。
千
古
、
談

及
す
る
も
、
尚
お
人
を
し
て
涙
を
揮
わ
使
む
。
江
に
曹
蛾
と
名
づ
け
、
萬
古
に

流
れ
芳
し
。
」
　
と
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
父
の
死
に
殉
じ
た
娘
へ
の
評
論
・

賞
賛
の
方
向
は
、
藍
鼎
元
の
そ
れ
と
大
差
は
無
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
給
固
列
女
侍
』
の
江
氏
の
論
評
は
、
や
や
視
点
を
異
に
す
る
。

「
叔
先
雄
」
　
と
　
「
孝
女
曹
蛾
」
　
を
連
ね
て
掲
げ
、
前
者
に
の
み
論
評
す
る
。
す

な
わ
ち
、
「
婦
に
三
従
有
り
。
家
に
在
り
て
は
父
に
従
い
、
嫁
し
て
は
夫
に
従

い
、
夫
死
し
て
は
子
に
従
う
。
叔
先
雄
、
巳
に
嫁
し
た
り
。
さ
す
れ
ば
則
ち
比

の
身
は
夫
の
鳥
め
に
有
る
な
り
。
安
く
ん
ぞ
、
夫
に
従
う
の
身
を
以
て
、
而
し

て
復
た
父
に
従
う
の
死
を
す
る
を
得
ん
や
。
父
に
忍
び
ず
し
て
、
濁
り
夫
に
忍

ぴ
ん
や
、
濁
り
男
女
に
忍
ぴ
ん
や
。
父
、
子
有
る
に
、
何
ぞ
雄
の
身
を
以
て
父

を
求
む
る
に
如
か
ず
と
し
て
、
而
し
て
も
豊
に
多
く
を
出
道
の
女
に
軋
れ
ん
や
。

惟
れ
其
の
父
を
傷
む
の
切
な
る
が
故
に
、
其
の
身
を
顧
み
る
に
暇
あ
ら
ず
、
必

ず
、
父
の
屍
を
ば
之
れ
得
て
而
し
て
後
巳
ま
ん
と
欲
す
る
な
り
。
彼
の
叔
先
賢

な
る
者
は
、
身
は
父
の
後
烏
空
乃
ち
、
父
の
屍
の
得
る
と
得
ず
を
其
の
女
に

於
い
て
す
る
を
結
け
ば
、
兄
、
幽
明
の
間
に
比
の
良
姉
に
悦
ぢ
し
な
ら
ん
。
濁

り
謂
え
ら
く
、
泥
和
、
水
死
巳
に
百
錬
日
な
る
に
、
能
く
保
ち
て
魚
繁
の
篤
め

に
食
さ
れ
ざ
り
し
か
。
又
た
六
日
に
し
て
而
し
て
猶
お
雄
の
屍
と
輿
に
同
に
出

で
し
な
れ
ば
、
則
ち
或
い
は
其
の
孝
感
の
致
す
所
未
だ
知
る
可
か
ら
ず
と
。
」

と
い
う
。
叔
先
雄
と
曹
蛾
は
、
孝
女
と
し
て
の
対
応
・
行
動
は
類
似
し
て
い
る

が
、
前
者
は
、
結
婚
し
て
夫
・
子
を
持
つ
身
で
あ
る
と
い
う
特
殊
性
が
具
わ
る
。

こ
こ
で
は
、
孝
行
へ
の
単
一
の
賞
賛
に
止
ま
ら
ず
、
親
や
子
、
ま
た
は
姉
・
弟

の
立
脚
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、
孝
の
現
実
と
意
義
を

考
察
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
孝
へ
の
真
情
が
神
秘
霊
異
の
現
象
を
も
た

ら
す
と
認
識
す
る
点
は
藍
鼎
元
の
論
評
と
共
通
し
て
い
る
。

『
女
學
纂
』
に
は
、
女
性
の
立
場
か
ら
の
、
死
を
賭
す
る
孝
女
へ
の
嘆
辞
が

示
さ
れ
る
。
「
曹
蛾
は
、
一
小
女
子
に
し
て
、
而
も
孝
思
純
篤
に
、
死
を
視
る

こ
と
節
す
る
が
如
し
。
今
に
至
る
ま
で
其
の
死
す
る
虞
を
曹
紙
江
と
日
う
。
芳

名
、
長
江
と
輿
に
同
に
流
る
。
人
、
或
る
い
は
曹
奴
の
死
を
以
て
悲
し
む
可
き

と
鳥
す
も
、
此
の
正
天
の
曹
娘
を
玉
成
せ
る
所
以
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
世
の
疎

放
と
し
て
以
て
死
す
る
者
は
、
能
く
比
の
女
の
萬
古
に
馨
香
な
る
如
く
な
る
や

否
や
。
」
　
と
あ
る
。
叔
先
雄
に
つ
い
て
は
、
「
此
れ
曹
蛾
の
事
と
輿
に
同
じ
。

然
れ
ど
も
雄
、
子
有
る
の
女
の
累
な
れ
ば
、
其
の
虞
す
る
所
、
曹
よ
り
も
更
に

難
き
な
り
。
」
　
と
い
う
。
同
じ
殉
死
で
も
、
叔
先
雄
の
場
合
は
独
特
で
あ
る
と

す
る
。
『
檜
固
列
女
侍
』
　
の
在
民
の
論
評
と
も
似
通
う
捉
え
方
で
あ
る
が
、
自

ら
が
女
性
で
あ
る
こ
と
の
立
場
を
自
覚
し
て
提
出
さ
れ
る
孝
女
観
は
、
悲
嘆
・

感
動
の
情
念
が
一
際
濃
厚
で
あ
る
。

〔
6
〕
　
「
事
兄
捜
之
徳
」
　
に
関
連
す
る
立
言

【
第
三
十
四
葺
】

[
原
文
]
　
顔
氏
家
訓
日
、
婦
人
之
性
、
率
寵
子
媚
而
虐
見
婦
、
寵
婿
、
則
兄
弟

之
怨
生
焉
、
虐
婦
、
則
姉
妹
之
語
行
蔦
、
然
則
女
之
行
留
、
皆
得
罪
於
其
家
者
、
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可
不
戒
哉
、
　
　
右
第
三
十
四
章
、

わ
が
こ

顔
氏
家
訓
に
日
わ
く
、
婦
人
の
性
、
率
ね
子
の
婿
を
寵
し
て
、
而
し
て
児

上
わ

の
婦
を
虐
す
。
婿
を
寵
す
れ
ば
、
則
ち
兄
弟
の
怨
み
生
じ
ん
、
婦
を
虐
す
れ
ば
、

か

げ

ぐ

ち

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

む

ナ

め

　

た

ち

い

ふ

る

ま

い

則
ち
姉
妹
の
　
語
行
わ
れ
ん
。
然
ら
ば
則
ち
女
の
行
　
留
、
皆
な
罪
を
其
の

家
に
得
る
者
な
り
。
戒
め
ざ
る
可
け
ん
や
　
(
1
)
。
右
第
三
十
四
章
、

○
資
料
研
究

(
1
)
　
『
顔
氏
家
訓
』
治
家
篇
に
、
「
婦
人
の
性
、
率
ね
子
の
婿
を
寵
し
て
、

而
し
て
兄
の
婦
を
虐
す
。
婿
を
寵
す
れ
ば
、
則
ち
兄
弟
の
怨
み
生
じ
ん
、
婦
を

虐
す
れ
ば
、
則
ち
姉
妹
の
語
行
わ
れ
ん
。
然
ら
ば
則
ち
女
の
行
留
、
皆
な
罪
を

其
の
家
に
得
る
者
は
、
『
l
矧
出
力
州
司
1
-
鋤
吋
討
幻
惑
有
る
に
至
る
、

堅
戒
た
る
耶
鵜
の
し
聖
と
。
此
れ
其
の
報
い
な
り
。
家
の
常
弊
に
し
て
、
誠

め
ざ
る
可
け
ん
や
。
」
　
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
藍
鼎
元
は
、
傍
線
部
分
を
省
い
て

い
る
。
こ
の
部
分
を
省
い
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。す

な
わ
ち
、
『
顔
氏
家
訓
』
　
で
は
、
「
率
ね
子
の
婿
を
寵
し
て
、
而
し
て
兄

の
婦
を
虐
す
。
」
　
の
ご
と
く
、
姑
の
立
場
に
あ
る
婦
人
の
性
が
、
己
の
娘
に
悪

影
響
を
与
え
る
こ
と
を
訓
戒
す
る
の
で
あ
る
が
、
『
女
學
』
　
で
は
、
嫁
入
っ
た

女
性
に
対
応
す
る
小
姑
の
方
に
問
題
点
を
設
定
し
て
、
娘
へ
の
配
慮
の
大
切
さ

を
論
じ
る
た
め
、
傍
線
部
分
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
は
都
合
が
悪
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
独
自
の
論
点
で
こ
の
　
『
顔
氏
家
訓
』
　
の
一
文
を
利
用
し
た
藍

鼎
元
の
処
置
は
、
や
や
強
引
す
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
特
に
、
「
皆
な
罪
を
其
の

家
に
得
る
者
は
」
　
は
、
『
顔
氏
家
訓
』
　
で
は
、
姑
の
立
場
に
在
る
女
性
に
、
嫁

行
っ
て
来
た
者
か
ら
は
、
小
姑
と
な
る
我
が
娘
へ
の
感
情
的
な
親
愛
を
警
告
し

よ
う
と
す
る
が
、
『
女
學
』
　
で
は
、
小
姑
の
立
場
に
在
る
女
性
に
、
直
接
に
訓

戒
す
る
意
図
の
も
と
に
、
こ
の
　
「
皆
得
罪
於
其
家
者
」
　
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
こ
の
句
は
、
『
女
學
』
で
の
よ
う
に
用
い
る
と
解
釈
が
や
や
苦
し

く
な
る
で
あ
ろ
う
。

′

◎
　
「
事
兄
娘
之
徳
」
　
に
つ
い
て
藍
鼎
元
の
論
・

[
原
文
]
婦
人
愛
女
、
其
天
性
也
、
女
子
事
捜
、
昔
倍
加
親
愛
、
温
和
謙
譲
、

宣
可
自
国
便
利
相
傾
相
乳
哉
、
毎
見
人
家
癖
女
、
不
知
兄
頗
之
鳥
親
、
柑
不
如

意
、
則
於
父
母
之
前
、
播
弄
長
舌
、
論
説
是
非
、
使
母
氏
噴
怒
、
致
怨
於
娘
、

視
若
仇
敵
、
父
母
既
没
之
後
、
櫻
亦
恨
巳
人
骨
、
悪
之
如
鴎
嘉
、
一
家
之
親
、

乃
至
於
比
、
探
可
痛
也
、
述
事
兄
捜
之
徳
、
自
此
以
下
凡
二
章
、
[
悪
去
啓
]

む

す

め

　

　

　

、

ノ

婦
人
、
女
を
愛
す
私
は
、
其
の
天
性
な
り
。
女
子
、
姥
に
事
え
て
、
雷
に

親
愛
を
倍
加
し
て
、
温
和
に
し
て
謙
譲
な
l
る
べ
し
。
豊
に
自
ら
便
利
な
る
を
園

あ

ヤ

う

く

　

　

　

せ

り

あ

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

お

ろ

か

り
て
相
い
　
傾
し
相
い
　
乱
す
可
け
ん
や
。
毎
に
人
の
家
の
癖
女
を
見
る
に
、

わ
ず
か

兄
娘
を
ば
之
れ
親
と
鳥
す
を
知
ら
ず
。
相
に
意
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち

お
し
ゃ
ペ
り
　
も
て
あ
そ
ぷ

父
母
の
前
に
於
い
て
、
長
舌
を
播
弄
し
、
是
非
を
論
説
し
て
、
母
氏
を
し
て

い

か

る

噴
怒
さ
せ
、
怨
を
娘
に
致
し
て
、
視
る
こ
と
仇
敵
の
若
く
な
ら
使
む
。
父
母
、

ほ
ね
み

既
に
没
す
る
の
後
、
嬢
も
、
亦
た
恨
む
こ
と
巳
に
骨
に
入
り
、
之
れ
を
悪
む

ふ
き
つ
ど
り

こ
と
鵜
島
の
如
し
。
一
家
の
親
、
乃
ち
此
に
至
れ
る
は
、
深
く
痛
む
可
き
な

り
。
兄
姥
に
事
う
る
の
徳
を
述
ぶ
る
こ
と
、
此
れ
自
り
以
下
凡
そ
二
章
(
1
)
。

[
悪
は
、
去
啓
。
]

○
資
料
研
究

(
1
)
　
「
和
叔
妹
之
徳
」
　
(
第
二
十
一
章
・
第
二
十
二
章
)
二
睦
姉
娘
之
徳
」
　
(
第
二

十
三
章
～
第
二
十
八
章
)
　
で
は
、
嫁
入
り
先
で
の
、
小
姑
や
兄
弟
嫁
間
で
の
人
間

関
係
に
つ
い
て
配
慮
に
つ
い
て
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
小
姑
の
立
場
に
在
る
女
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性
が
、
娘
に
ど
う
対
処
す
べ
き
か
を
訓
戒
し
よ
う
と
す
る
。
「
和
叔
妹
」
・
「
睦

妨
媒
」
・
「
事
兄
媛
」
　
を
別
々
の
項
目
を
立
て
て
論
じ
る
の
は
、
『
女
學
』
独
特

の
女
教
認
識
に
よ
る
と
見
う
る
で
あ
ろ
う
。
お
お
む
ね
、
女
教
の
書
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
は
　
「
睦
姉
娘
」
　
を
中
心
に
、
家
庭
の
調
和
を
視
野
に
入
れ
て
ま
と

め
ら
れ
訓
戒
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
乱
音
根
、
撫
也

鴎
音
等
、
晨
音
詰
、
皆
悪
鳥
、

乱
は
、
音
程
。
醸
な
り
。

鴎
は
、
音
等
。
鳥
は
、
音
貰
。
皆
な
悪
鳥
な
り
。

と
あ
る
。
「
内
閣
文
庫
」
　
に
お
い
て
も
、
「
乱
音
檀
」
　
の
　
「
堰
」
　
字
は
必
ず
し

も
こ
の
よ
う
に
明
確
に
刻
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
似
た
字
形
の
内
で
は
、
「
乱
」

字
の
音
と
し
て
は
、
「
握
L
l
が
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
と
判
定
し
た
。
各
本
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

②
酬
音
柩
l
、
栂
也

鴎
菅
筈
、
島
昔
鷺
、
皆
悪
鳥
、

③
乱
音
梱
、
穣
也

ノ

鴎
音
等
、
、
烏
青
苗
、
皆
悪
鳥
、

④
乱
音
札
、

鵠
音
等
、

⑤
乱
音
咽
、

鴎
音
嘲
、

⑥
軋
音
軸
、

栂
也

轟
音
苦
、
皆
悪
鳥
、

栂
也

晨
音
貴
、
皆
悪
鳥
、

遡
也

鴎
音
等
、
烏
昔
話
、
皆
悪
鳥
、

以
上
、
「
乱
音
檀
」
　
の
部
分
に
お
け
る
誤
刻
が
著
し
い
。
な
お
、
③
や
⑤
に
お

い
て
は
字
体
の
判
読
困
難
の
も
の
も
有
る
。

【
第
三
十
玉
章
】

[
原
文
]
誹
瑛
、
采
人
之
女
也
、
継
母
所
出
、
前
母
兄
姿
妻
荊
氏
、
紐
母
悪
之
、

飲
食
常
不
給
、
瑛
私
以
巳
食
紐
之
、
母
毎
以
非
理
役
荊
、
瑛
必
輿
倶
、
・
荊
有
過

誤
、
瑛
先
引
烏
己
罪
、
母
毎
朴
荊
、
瑛
脆
而
泣
日
、
女
他
日
不
鳥
人
婦
耶
、
有

姑
如
是
、
吾
母
欒
平
、
母
怒
、
欲
等
瑛
、
瑛
日
、
願
岳
授
受
等
、
娘
賓
無
罪
、

母
徐
察
之
、
後
遠
島
士
人
妻
、
舅
姑
抽
姐
姉
妹
、
知
其
賢
也
、
皆
敬
重
蔦
、
瑛

紆
牢
、
抱
敷
月
見
、
婚
置
諸
株
上
、
見
偶
墜
火
爛
額
、
母
大
怒
、
瑛
日
、
吾
臥

干
媛
室
不
憤
、
妓
不
知
也
、
見
寛
死
、
荊
悲
悔
不
食
、
瑛
烏
好
語
相
慰
日
、
授

作
意
耶
、
我
夜
夢
凶
、
見
雷
死
、
不
則
我
絡
不
利
、
強
姻
食
而
後
食
、
母
後
見

女
之
得
愛
子
夫
家
也
、
寛
成
慈
母
、
瑛
嘗
病
、
姫
島
素
食
三
年
、
瑛
玉
子
、
四

登
進
士
、
年
九
十
三
而
卒
、
[
悪
去
督
、
欒
音
絡
、
鳥
授
之
烏
去
賢
、
強
上
菅
、
]

右
第
三
十
五
章
、

誹
瑛
は
、
采
人
の
女
な
り
。
紐
母
の
出
だ
す
所
な
り
。
前
母
の
兄
、
妻
の
荊

じ
●
う
ぷ
ん

氏
を
要
る
。
紐
母
、
之
れ
を
悪
む
。
飲
食
、
常
に
　
給
　
せ
ず
。
瑛
、
私
か
に

己
の
食
を
以
て
之
れ
を
紐
ぐ
。
母
、
毎
に
非
理
を
以
て
荊
を
役
す
。
瑛
、
必
ず

輿
に
供
に
す
。
荊
に
、
、
過
誤
有
る
と
き
は
、
瑛
、
先
ず
引
き
て
己
が
罪
と
烏
す
。

む
ち
う
ち

母
、
荊
を
朴
す
る
毎
に
、
瑛
、
脆
き
て
而
し
て
泣
き
て
日
わ
く
、
女
、
他
日
、

人
の
婦
と
鳥
る
な
ら
ず
や
。
姑
有
り
て
是
く
の
如
く
ん
ば
、
吾
が
母
、
欒
し
む

か
と
。
母
、
怒
り
て
、
瑛
を
等
う
た
ん
と
欲
す
。
瑛
日
わ
く
、
願
わ
く
は
姥
の

鳥
め
に
筈
を
受
け
ん
。
娘
、
賃
に
罪
無
き
な
り
と
。
母
、
徐
ろ
に
之
れ
を
察
す
。

後
、
通
き
て
士
人
の
妻
と
篤
る
。
舅
姑
・
抽
捜
・
姉
妹
、
其
の
賢
な
る
を
知
り
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て
、
皆
な
焉
れ
を
敬
重
す
。
瑛
、
掃
寧
す
る
に
、
敷
月
の
兄
を
抱
く
。
娘
、
諸

ひ
た
い
ヤ
け
た
だ
九

を
妹
上
に
置
く
に
、
見
、
偶
ま
火
に
墜
ち
て
額
を
爛
す
。
母
、
大
い
に
怒

ち
●
う
い
ふ
か
く

る
。
瑛
日
わ
く
、
吾
、
按
の
室
に
臥
し
て
慣
な
ら
ず
。
嬢
、
知
ら
ざ
る

な
り
と
。
見
、
寛
に
死
す
。
荊
、
悲
し
み
悔
い
て
食
ら
わ
ず
。
瑛
、
鳥
め
に
好

こ
こ
ろ
は
か
る

語
し
て
相
い
慰
め
て
日
わ
く
、
娘
の
作
意
せ
る
な
ら
ん
や
。
我
、
夜
に
夢
み

て
凶
な
り
。
見
、
雷
に
死
す
べ
き
な
り
。
し
か
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
我
に
格
に
利

あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
と
。
娘
の
食
せ
ん
こ
と
を
強
い
て
而
し
て
後
に
食
ら
う
。
母
、

後
に
女
の
愛
を
夫
家
に
得
た
る
を
見
る
や
、
寛
に
慈
母
と
成
る
。
瑛
、
嘗
て
病

に
く
な
し
し
ょ
く
じ

む
。
按
、
薦
め
に
素
食
す
る
こ
と
三
年
な
り
。
瑛
に
玉
子
あ
り
。
四
は
、

進
士
に
登
す
。
年
、
九
十
三
に
し
て
而
し
て
卒
す
(
1
)
。
[
悪
は
、
去
啓
。
柴

は
、
音
洛
。
島
根
の
烏
は
、
去
督
。
強
は
、
上
菅
。
]
右
、
第
三
十
五
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
『
女
學
』
小
型
本
に
て
は
、
「
郷
瑛
、
宋
人
之
女
也
」
を
、
「
鄭
瑛
、
対

人
之
女
也
」
に
作
る
。

呂
坤
『
閏
範
』
巻
四
に
、
「
誹
娯
引
過
」
と
し
て
紹
介
す
る
。
「
誹
魂
は
、

剰
刃
融
引
1
感
励
み
」

l
烈
棚
引
。
前
母
の
兄
、
.
妻
の
荊
氏
を
要
る
。
紐
母
、
之
れ

を
悪
む
。
飲
食
、
常
に
給
せ
ず
。
疾
、
私
か
に
己
の
食
を
以
て
之
れ
を
纏
ぐ
。

母
、
瑚
到
司
瑚
刊
。
挟
、
必
ず
輿
に
倶
に
す
。
荊
に
、
過
誤
有
る
と
き
は
、
疾
、

剰
封
u
l
u
細
引
令l
叫
刊
。
先
ず
引
き
て
己
が
罪
と
宿
す
。
母
、
荊
を
朴
す
る
毎

に
、
摸
、
脆
き
て
而
し
て
泣
き
て
日
わ
く
、
女
、
他
日
、
人
の
婦
と
鳥
る
な
.
ら

ず
や
。
姑
有
り
て
是
く
の
如
く
ん
ば
、
吾
が
母
、
楽
し
む
か
と
。
司
矧
喝

の
叫
母
を
l
し
て
日
々
に
憂
女
の
眉
に
度
し
ま
剖
剖
め
ん
l
や
l
。
母
、
怒
り
て
、
娯
を

等
う
た
ん
と
欲
す
。
抜
目
わ
く
、
願
わ
く
は
娘
の
篤
め
に
答
を
受
け
ん
。
捜
、

賓
に
罪
無
き
な
り
と
。
母
、
徐
ろ
に
之
れ
を
察
す
。
後
、
通
き
て
士
人
の
妻
と

鳥
る
。
舅
姑
・
抽
娃
・
姉
妹
、
其
の
賢
な
る
を
知
り
て
、
皆
な
焉
れ
を
敬
重
す
。

摸
、
掃
寧
す
る
に
、
敷
月
の
兄
を
抱
く
。
捜
、
諸
を
林
上
に
置
く
に
、
見
、
偶

ま
火
に
墜
ち
て
額
を
爛
す
。
母
、
大
い
に
怒
る
。
娯
日
わ
く
、
吾
、
頻
の
室
に

臥
し
て
憤
な
ら
ず
。
姥
、
知
ら
ざ
る
な
り
と
。
見
、
寛
に
死
す
。
荊
、
悲
し
み

悔
い
て
食
ら
わ
ず
。
枝
、
測
増
刊
。
鳥
め
に
好
語
し
て
相
い
慰
め
て
日
わ
く
、

捜
、
作
意
せ
る
な
ら
ん
や
。
我
、
夜
に
夢
み
て
凶
な
り
川
　
見
、
昔
に
死
す
べ
き

な
り
。
し
か
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
我
に
格
に
利
あ
ら
ざ
ら
ん
と
す
と
。
横
の
食
せ

ん
こ
と
を
強
い
て
而
し
て
後
に
食
ら
う
。
母
、
後
に
女
の
愛
を
夫
家
に
得
た
る

を
見
る
や
、
意
に
慈
母
と
成
る
。
疾
、
嘗
て
病
む
。
娘
、
篤
め
に
素
食
す
る
こ

と
三
年
な
り
。
枝
に
五
子
あ
り
。
四
は
、
進
士
に
登
す
。
年
、
九
十
三
に
し
て

而
し
て
卒
す
。
」
　
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
誹
瑛
」
　
を
　
「
誹
妓
」
　
に
作
る
。
ま
た
、

傍
線
部
分
が
表
現
を
異
に
す
る
。
『
女
學
纂
』
巻
下
　
「
姑
娘
」
　
に
こ
れ
を
掲
載

す
る
が
、
『
女
學
』
と
同
じ
く
「
鄭
瑛
」
　
に
作
る
が
、
内
容
は
『
閏
範
』
に
同

じ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
荊
を
し
て
知
ら
令
め
ず
」
　
(
不
令
荊
知
)
　
の
部
分
を
「
母

を
し
て
知
ら
令
め
ず
」
　
(
不
令
母
知
)
　
に
変
形
し
て
い
る
。
『
賢
媛
図
説
』
の
　
「
賢

女
」
に
こ
れ
を
掲
載
す
る
が
、
『
女
學
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
、
「
女
、

他
日
、
人
の
婦
と
慮
る
な
ら
ず
や
」
を
「
鬼
、
他
日
、
人
の
婦
と
焦
る
な
ら
ず

や
」
　
に
、
「
篤
め
に
好
語
し
て
相
い
慰
め
て
日
わ
く
」
　
を
、
「
之
れ
を
慰
め
て

日
わ
く
」
　
に
、
「
し
か
ら
ず
ん
ば
、
則
ち
」
　
(
不
則
)
　
を
　
「
し
か
ら
ず
ん
ば
、
則

ち
」
　
(
否
則
)
　
に
、
「
年
、
九
十
三
」
　
を
　
「
壽
、
九
十
三
」
　
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
じ

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

お
そ
ら
く
、
『
女
學
』
は
、
呂
坤
『
閏
範
』
　
の
資
料
に
依
っ
て
、
少
し
改
筆

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
賢
媛
圏
説
』
に
は
、
む
し
ろ
『
女
學
』
　
の
影
響
が
感
じ

ら
れ
る
。

『
蓑
氏
世
範
』
巻
上
　
「
睦
親
」
　
に
、
「
舅
姑
、
首
に
奉
承
す
べ
し
」
　
の
項
目
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が
有
り
、
「
凡
そ
人
の
婦
、
性
行
、
相
い
遠
か
ら
ざ
れ
ど
も
、
而
れ
ど
も
小
姑

有
る
者
は
、
濁
り
舅
姑
の
喜
ぶ
所
と
烏
ら
ず
。
此
れ
よ
り
舅
姑
の
愛
偏
す
る
に

因
る
。
然
れ
ど
も
、
見
婦
焦
る
者
は
、
昔
に
二
意
に
承
順
す
べ
き
を
要
す
。
さ

す
れ
ば
則
ち
尊
長
、
久
し
く
し
て
而
し
て
自
ず
か
ら
悟
ら
ん
。
或
い
は
父
、
或

い
は
舅
姑
、
終
に
察
せ
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
子
爵
り
婦
焦
る
も
の
は
、
奈
何
と

も
す
可
き
無
し
。
敬
を
加
う
る
の
外
、
之
れ
に
任
せ
ん
の
み
。
」
　
と
い
う
。
小

姑
の
有
る
場
合
の
、
嫁
の
立
場
の
複
雑
さ
や
、
舅
姑
へ
の
対
応
の
難
し
さ
を
指

摘
す
る
。
し
か
し
、
結
局
は
舅
姑
に
従
順
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
教
示
す
る
。

郷
瑛
の
場
合
は
、
小
姑
で
あ
る
者
が
配
慮
す
る
こ
と
に
問
題
解
決
の
一
方
法

が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
藍
鼎
元
が
、
こ
れ
だ
け
を
「
和
叔
妹
」

・
「
睦
妨
姐
」
　
と
別
し
て
、
一
項
目
と
し
て
提
示
す
る
の
は
、
特
殊
で
実
践
が

困
難
で
は
あ
る
が
、
家
庭
の
調
和
維
持
上
で
、
こ
の
角
度
の
認
識
も
無
視
し
て

は
な
ら
ぬ
こ
と
を
指
摘
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

呂
坤
『
閏
範
』
は
、
郷
膜
の
伝
記
紹
介
の
後
に
、
次
の
よ
う
な
評
論
を
掲
げ

る
。
「
小
姑
、
姑
の
如
し
。
捜
、
甚
だ
之
れ
を
畏
る
。
摸
、
異
母
な
る
に
、
娘

を
視
る
こ
と
是
く
の
如
し
。
多
壽
・
多
男
子
・
多
貴
な
る
は
、
殆
ど
天
の
賢
人

に
報
ゆ
る
所
以
な
る
か
な
。
吾
が
郷
、
大
小
姑
、
貴
重
せ
ら
る
。
出
嫁
の
女
、

母
と
輿
に
列
座
し
、
座
し
て
左
に
居
る
。
弟
の
婦
、
輿
に
同
席
す
る
と
き
は
、

か
な

則
ち
叩
頭
し
て
告
げ
て
座
す
。
大
姑
、
立
ち
て
之
れ
を
受
け
て
、
精
々
、
心
に
昔

こ
と
ば
か
お
い
ろ

わ
ざ
れ
ば
、
則
ち
辞
∴
色
、
父
母
の
如
く
に
す
。
惟
だ
賢
者
の
み
然
せ
ざ
れ

ど
も
、
然
す
る
者
は
、
強
半
な
り
。
此
の
侍
を
謹
め
ば
、
寧
ぞ
汗
顔
せ
ざ
ら
ん

や
。
」
　
と
い
う
。
小
姑
の
位
置
が
、
す
で
に
嫁
た
ち
へ
の
柔
軟
な
対
応
を
妨
げ

て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、
緋
族
に
お
け
る
次
元
の
高
い
配
慮
を
称
え
る
。
『
女

學
纂
』
も
、
称
え
て
、
「
瑛
の
賢
行
、
一
と
し
て
義
種
に
原
本
せ
ざ
る
も
の
無

し
。
男
に
王
覚
有
り
、
女
に
緋
瑛
有
り
。
貴
壽
に
し
て
令
子
の
多
な
る
は
、
天

た
が

の
報
徳
、
爽
わ
ざ
る
な
り
。
」
　
と
い
う
。
母
に
虐
待
さ
れ
る
度
に
異
母
兄
の
王

梓
を
か
ば
っ
た
王
覚
を
比
較
す
る
点
が
興
味
深
い
。
た
だ
し
、
異
母
へ
の
視
点

は
共
通
で
も
、
女
性
の
場
合
は
、
状
況
が
複
雑
で
あ
る
。
比
較
す
る
に
は
や
や

無
理
が
あ
ろ
う
。

◎
『
典
故
列
女
侍
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
世
間
鳥
女
多
輿
兄
娘
不
合
、
但
得
不
於
母
前
搬
唇
弄
舌
、
及
母
怒
姥
、

能
従
中
勒
解
、
斯
稀
賢
夫
、
況
肯
減
食
食
之
代
役
代
等
不
倦
平
、
更
有
姪
者
、

鬼
子
因
媛
墜
火
而
死
、
錐
媛
無
心
、
而
胸
中
豊
能
不
宿
怨
、
乃
母
大
怒
、
反
烏

蓋
恵
、
姥
抱
斬
、
反
鳥
強
食
、
且
託
夢
相
慰
、
後
寛
化
母
成
意
、
聖
賢
度
量
、

雌
髭
眉
男
子
不
及
、
千
古
以
上
一
緋
英
、
千
古
以
下
一
緋
英
、

世
間
、
鳥
え
ら
く
、
女
、
多
く
は
兄
娘
と
合
せ
ざ
る
と
。
但
だ
母
の
前
に
於

あ

や

ま

ち

い

い

た

て

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ま

ご

こ

ろ

い
て
搬
唇
・
弄
舌
せ
ざ
る
を
得
て
、
母
の
娘
を
怒
る
に
及
び
て
、
能
く
中
従

と
ど
め
る

り
解
を
勧
め
た
る
、
斯
ち
賢
と
稀
せ
ら
る
る
な
り
。
況
ん
や
肯
え
て
減
食
し

て
之
を
食
ら
わ
せ
、
代
わ
り
て
役
せ
ら
れ
代
わ
り
て
筈
せ
ら
れ
て
倦
ま
ざ
る
を

や
。
更
に
難
き
者
有
り
。
鬼
子
、
娘
の
火
に
堕
と
す
に
因
り
て
而
し
て
死
す
。

捜
、
無
心
な
り
と
蛙
も
、
而
れ
ど
も
胸
中
豊
に
能
く
怨
を
宿
さ
ざ
ら
ん
。
乃
ち

母
大
い
に
怒
り
て
は
、
反
り
て
烏
め
に
億
を
蓋
う
。
鯉
、
断
を
抱
き
て
は
、
反

り
て
鳥
め
に
食
せ
ん
こ
と
を
強
う
。
且
つ
夢
に
託
し
て
相
い
慰
む
。
後
、
意
に

母
を
化
⊥
て
意
と
成
ち
し
む
。
聖
賢
の
度
量
あ
り
て
、
夏
眉
の
男
子
と
鐙
も
及

ば
ず
。
千
古
以
上
、
一
郎
英
の
み
。
千
古
以
下
、
一
群
英
の
み
。

と
あ
る
。
頭
注
は
、
外
の
部
分
で
は
、
ほ
と
ん
ど
文
字
の
読
み
や
意
味
の
説
明

に
な
っ
て
い
る
が
、
二
二
は
、
誹
瑛
の
所
行
を
評
価
・
評
論
す
る
。
な
お
、
「
跡

瑛
」
　
を
　
「
誹
英
」
　
に
作
る
。
各
本
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
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②
世
間
鳥
女
多
輿
兄
授
不
合
、
但
得
不
於
母
前
搬
唇
弄
舌
、
及
母
怒
姥
、
能
従

中
劫
解
、
斯
稀
賢
夫
、
況
肯
減
食
食
之
代
役
代
等
不
倦
平
、
更
有
難
者
、
鬼

子
因
痩
墜
火
而
死
、
錐
捜
無
心
、
而
胸
中
豊
能
不
宿
怨
、
乃
母
大
怒
、
反
烏

重
態
、
媛
抱
斬
、
反
烏
強
食
、
且
託
夢
相
慰
、
後
尭
化
母
成
慈
、
聖
賢
度
量
、

錐
婁
眉
男
子
不
及
、
千
古
以
上
一
群
英
、
千
古
以
下
一
柳
英
、

③
世
間
烏
女
多
輿
兄
娘
不
合
、
但
得
不
於
母
前
級
唇
弄
舌
、
及
母
怒
捜
、
能
従

中
劫
解
、
斯
稀
賢
夫
、
況
肯
減
食
食
之
代
役
代
等
不
倦
平
、
更
有
難
者
、
鬼

子
因
授
墜
火
而
死
、
瑾
授
無
心
、
而
胸
中
豊
能
不
宿
怨
、
乃
母
大
怒
、
反
鳥

重
患
、
授
抱
斬
、
測
岳
強
食
、
且
託
夢
相
慰
、
後
寛
化
母
成
意
、
聖
賢
度
量
、

錐
髭
眉
男
子
不
及
、
千
古
以
上
一
郎
英
、
千
古
以
下
一
群
英
、

④
世
間
烏
女
多
興
兄
授
不
合
、
側
得
不
於
母
前
搬
唇
弄
舌
、
及
母
怒
捜
、
能
従

中
勒
解
、
斯
稀
賢
夫
、
況
肯
減
食
食
之
代
嘲
代
等
不
倦
平
、
更
有
難
者
、
鬼

子
凶
痩
墜
火
而
死
、
錐
捜
無
心
、
而
胸
中
豊
能
不
宿
怨
、
乃
母
大
怒
、
反
鳥

蓋
怒
、
授
抱
斬
、
反
烏
強
食
、
且
誠
夢
相
慰
、
後
克
也
母
成
慈
、
聖
賢
度
量
、

錐
責
眉
男
子
不
及
、
千
古
以
上
一
群
英
、
千
古
以
下
一
部
英
、

⑤
世
間
鳥
女
多
輿
兄
授
不
合
、
但
得
不
於
母
前
搬
唇
弄
舌
、
及
母
怒
姥
、
能
従

中
勒
解
、
斯
瑞
賢
英
、
況
肯
減
食
食
之
代
役
代
等
不
倦
乎
、
更
有
難
者
、
鬼

子
因
竣
墜
久
l
而
死
、
錐
娘
無
心
、
而
胸
中
豊
能
不
宿
怨
、
乃
母
大
怒
、
反
鳥

蓋
怒
、
授
抱
q
、
反
烏
強
食
、
且
託
夢
相
慰
、
後
寛
化
母
成
慈
、
聖
賢
度
量
、

頭
髪
眉
男
子
不
及
、
千
古
以
上
一
群
英
、
千
古
以
下
一
都
英
、

⑥
世
間
鳥
女
多
興
兄
姥
不
合
、
但
得
不
於
母
前
痢
唇
弄
舌
、
及
母
怒
娘
、
能
従

中
勒
解
、
斯
稀
賢
副
、
況
肯
減
食
食
之
代
役
代
等
不
倦
平
、
更
有
難
者
、
鬼

子
因
娘
組
火
而
死
、
雌
婚
無
心
、
而
胸
中
豊
能
不
畜
l
怨
、
乃
母
大
怒
、
反
刻

蓋
恵
、
櫻
抱
副
、
反
鳥
強
食
、
珂
謝
l
l
l
l
相
慰
、
後
寛
咄
母
成
慈
、
聖
賢
度
量
、

柚
須
魂
刻
男
子
不
及
、
千
古
以
上
一
柳
英
、
千
古
以
下
一
群
英
、

以
上
、
傍
線
部
分
が
字
を
異
に
す
る
。
④
の
誤
字
も
目
に
付
く
が
、
⑥
は
か

な
り
異
字
が
多
い
。
も
と
に
し
た
版
本
で
字
の
不
明
瞭
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
か
。
た
だ
し
、
全
般
的
に
、
他
本
で
は
、
不
明
文
字
を
他
字
に
置
き
換
え

る
場
合
、
文
意
を
考
慮
し
た
の
か
疑
わ
し
い
も
の
が
多
い
が
、
⑥
で
は
、
文
字

を
当
て
は
め
る
場
合
に
、
時
と
し
て
、
前
後
の
文
章
と
の
つ
な
が
り
や
文
意
を

工
夫
す
る
姿
勢
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
こ
の
場
合
も
、
そ
の
一
例
と
云
え
よ
う
。

〔
7
〕
　
「
去
妬
之
徳
」
　
に
関
連
す
る
立
言

以
下
の
二
章
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
広
島
国
際
学
院
大
学
『
研
究
報
告
』
第
3
3
巻
　
〔
平

成
1
2
年
1
2
月
〕
　
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

【
第
三
十
六
章
】
　
　
　
　
　
　
　
〔
省
略
〕

【
第
三
十
七
章
】
　
　
　
　
　
　
　
〔
省
略
〕

【
第
三
十
八
章
】

[
原
文
]
皇
明
内
訓
日
、
君
子
篤
宗
廟
之
主
、
奉
神
靂
之
統
、
宜
蕃
術
似
績
、

侍
序
無
窮
、
故
夫
婦
之
道
、
世
祀
篤
大
、
古
之
哲
后
賢
妃
、
皆
推
徳
逮
下
、
薦

達
貞
淑
、
不
濁
任
己
、
是
以
茂
街
来
裔
長
流
慶
澤
、
周
之
太
姐
有
逮
下
徳
、
故

膠
木
形
福
履
之
詠
、
姦
斯
揚
振
振
之
美
、
終
能
昌
大
本
枝
、
綿
固
宗
杜
、
三
王

之
隆
、
莫
此
鳥
盛
英
、
故
婦
人
之
行
、
貴
干
寛
春
、
悪
干
妬
忌
、
月
星
並
麗
、

岩
掩
末
光
、
松
蘭
同
畝
、
不
嫌
倶
秀
、
自
后
妃
以
至
士
庶
人
之
妻
、
誠
能
貞
静

寛
和
、
明
大
孝
之
端
、
廣
至
仁
之
意
、
不
専
一
己
之
欲
、
不
蔽
衆
下
之
美
、
斯

上
安
下
順
、
和
気
蒸
融
、
善
慶
源
源
、
貫
肇
於
此
兵
、
[
振
音
眞
、
行
去
啓
、
悪

去
啓
、
]
　
　
右
第
三
十
八
章
。

皇
明
内
訓
に
日
わ
く
、
君
子
は
、
宗
廟
の
主
と
宿
り
て
、
神
露
の
統
を
奉
ず
。
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あ
と
つ
ぎ
　
し
げ
り
ふ
え
る

宜
し
く
似
綿
を
蕃
　
術
し
、
序
を
無
窮
に
侍
う
べ
し
。
故
に
夫
婦
の
道
、
世
祀

を
ば
大
な
り
と
鳥
す
。
古
の
哲
后
・
賢
妃
は
、
皆
な
徳
を
推
し
て
下
に
逮
ぽ
し
、

し

と

や

か

な

ひ

と

す

す

め

ま

い

ら

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

き

ま

ま

に

　

　

　

　

　

　

し

そ

ん

　

ふ

え

ま

貞
　
淑
を
薦
　
達
し
て
、
濁
り
己
に
の
み
任
せ
ず
。
是
を
以
て
来
裔
を
茂
術

と

こ

し

え

　

さ

い

わ

い

の

め

ぐ

み

　

し

し
、
長
に
慶
　
　
澤
を
流
く
。
周
の
太
姐
は
、
下
に
逮
ぽ
す
の
徳
有
り
。
故

え

だ

ま

が

り

さ

が

る

き

　

さ

い

わ

い

　

　

　

あ

ら

　

　

　

い

な

ご

　

さ

か

ん

な

る

に
穆
　
　
木
は
福
層
の
詠
を
形
わ
し
、
姦
斯
は
振
振
の
美
を
揚
ぐ
。
終
に
能

か

た

く

た

え

で

　

　

　

か

・

い

ん

・

し

ゆ

う

く
本
枝
を
昌
大
に
し
、
宗
杜
を
綿
　
間
に
す
。
三
　
　
王
の
隆
な
る
こ
と
、
此

れ
よ
り
盛
な
り
と
鳥
す
は
美
し
。
故
に
婦
人
の
行
は
、
寛
憲
な
る
を
貴
び
、
妬

か

が

や

　

　

　

　

ほ

し

の

ひ

か

り

　

　

　

　

　

　

　

　

え

′

ね

忌
な
る
を
悪
む
。
月
星
、
並
び
麗
き
て
、
童
に
末
　
光
を
掩
わ
ん
や
。
松
蘭
、
畝

を
同
じ
う
し
て
、
倶
に
秀
づ
る
を
嫌
せ
ず
。
后
妃
自
り
以
て
士
庶
人
の
妻
に
至

る
ま
で
、
誠
に
能
く
貞
辞
・
寛
和
に
し
て
、
大
孝
の
端
を
明
ら
か
に
し
、
至
仁

の
意
を
虞
か
て
、
」
の
れ
巴
の
欲
を
専
ら
に
せ
ず
、
衆
下
の
美
を
蔽
わ
ざ
る
な
れ

こ

こ

ろ

に

し

み

わ

た

り

　

　

　

　

　

　

わ

い

て

や

ま

す

ば
、
斯
こ
に
上
安
く
下
順
い
、
和
気
、
蒸
　
　
融
し
て
、
善
慶
、
源
　
源
た

は
じ

る
こ
と
、
賓
に
此
こ
に
肇
ま
ら
ん
。
(
1
)
　
　
[
振
は
、
音
眞
。
行
は
、
去
啓
。
悪

は
、
去
啓
。
]
　
　
　
　
右
第
三
十
八
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
　
こ
の
一
文
は
、
明
の
仁
孝
文
皇
后
『
内
訓
』
逮
下
第
一
九
に
見
え
る
。

す
な
わ
ち
、
「
君
子
は
、
宗
廟
の
主
と
鳥
り
て
、
神
露
の
銃
を
奉
ず
。
宜
し
く

似
緒
を
蕃
宿
し
、
序
を
無
窮
に
侍
う
べ
し
。
故
に
夫
婦
の
道
、
世
祀
を
ば
大
な

り
と
鳥
す
。
古
の
哲
后
・
賢
妃
は
、
皆
な
徳
を
推
し
て
下
に
逮
ぼ
し
、
貞
淑
を

薦
達
し
て
、
濁
り
己
に
の
み
任
せ
ず
。
是
を
以
て
乗
蘭
を
茂
術
し
、
長
に
慶
澤

を
流
く
。
周
の
太
姐
は
、
下
に
逮
ぽ
す
の
徳
有
り
。
故
に
穆
木
は
福
屡
の
詠
を

形
わ
し
、
姦
斯
は
振
振
の
美
を
揚
ぐ
。
終
に
能
く
本
支
を
昌
大
に
し
、
宗
社
を

綿
圃
に
す
。
三
王
の
隆
な
る
こ
と
、
此
れ
よ
り
盛
な
り
と
焦
す
は
美
し
。
故
に

婦
人
の
行
は
、
寛
恵
な
る
を
貴
び
、
妬
忌
な
る
を
悪
む
。
月
星
、
並
び
麓
き
て
、

豊
に
末
光
を
掩
わ
ん
や
。
松
蘭
、
畝
を
同
じ
う
し
て
、
倶
に
秀
づ
る
を
嫌
せ
ず
。

后
妃
自
り
以
て
士
庶
人
の
妻
に
至
る
ま
で
、
誠
に
能
く
貞
醇
・
寛
和
に
し
て
、

大
孝
の
端
を
明
ら
か
に
し
、
至
仁
の
意
を
廉
め
て
、
一
己
の
欲
を
専
ら
に
せ
ず
、

衆
下
の
美
を
蔽
わ
ず
、
君
子
の
澤
を
廣
む
る
な

ば
、
斯
こ
に
上
安
く
下
順
い
、

和
気
、
蒸
融
し
て
、
善
慶
、
源
源
た
る
こ
と
、
費
に
此
こ
に
肇
ま
ら
ん
。
」
　
と

あ
る
。
傍
線
部
分
が
、
『
女
學
』
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
本
枝
」

を
、
明
嘉
靖
九
年
刊
行
の
『
内
訓
』
で
は
、
「
本
支
」
に
作
る
。
た
だ
し
、
『
女

四
書
』
に
収
め
る
『
内
訓
』
は
、
「
本
枝
」
　
に
作
る
。
ま
た
、
「
君
子
の
澤
を

虞
む
る
な
れ
ば
」
　
の
一
文
が
、
『
女
四
書
』
　
の
そ
れ
に
は
有
る
。

『
明
史
』
列
侍
第
一
皇
后
に
よ
れ
ば
、
成
祖
(
永
楽
帝
)
仁
孝
皇
后
徐
氏
は
、

中
山
王
達
の
長
女
で
、
「
幼
く
し
て
貞
醇
、
謹
書
を
好
み
て
、
女
諸
生
と
稀
せ

ら
る
。
」
と
い
う
。
帝
に
し
ば
し
ば
貴
重
な
助
言
を
し
た
と
い
う
。
例
え
ば
、

「
富
世
の
賢
才
、
皆
な
高
皇
帝
の
遺
せ
し
所
な
り
。
陛
下
、
宜
し
く
新
酉
を
以

へ
だ

て
間
つ
べ
か
ら
ず
。
」
　
と
い
い
、
ま
た
、
命
婦
た
ち
に
諭
し
て
、
「
婦
の
夫
に

事
え
る
に
、
葵
ぞ
饅
食
・
衣
服
の
み
に
止
ま
ら
ん
や
、
必
ず
助
有
る
べ
き
な
り
。

朋
友
の
言
に
は
、
従
う
有
り
違
う
有
り
。
夫
婦
の
言
は
、
娩
順
に
し
て
入
り
易

し
。
吾
、
旦
夕
に
上
に
侍
り
て
、
椎
だ
生
民
を
以
て
念
と
烏
す
。
汝
が
菅
、
之

れ
に
勉
め
よ
。
」
　
と
云
っ
た
と
。
著
述
に
つ
い
て
、
「
嘗
て
女
憲
・
女
誠
よ
り

採
り
て
内
訓
二
十
篇
を
作
り
、
又
た
、
古
人
の
寡
言
・
善
行
を
類
編
し
て
、
勒

善
書
を
作
り
、
天
下
に
頒
布
す
。
」
　
と
い
う
。
『
明
史
』
志
第
七
二
、
番
文
一
、

女
學
類
に
、
「
高
皇
后
内
訓
一
巻
」
　
と
あ
る
。
こ
の
他
、
志
三
、
雑
家
類
に
、

「
勧
善
書
二
十
巻
」
　
と
見
え
る
。
な
お
、
胡
文
楷
『
歴
代
婦
女
著
作
考
』
　
(
上

海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
五
)
　
は
、
「
高
皇
后
内
訓
一
巻
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
本
侍

の
載
す
る
所
と
同
じ
か
ら
ず
。
亦
た
、
偶
ま
未
だ
検
鮎
せ
ざ
る
の
み
。
」
　
と
云

う
。
な
お
、
同
書
に
は
、
『
文
皇
后
詩
』
一
巻
・
『
勧
善
嘉
言
』
三
巻
・
『
勧
善
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感
應
』
一
巻
や
、
『
悌
説
五
十
三
保
大
因
縁
踵
』
三
巻
、
『
諸
彿
世
尊
如
来
菩

薩
尊
者
神
僧
名
経
』
四
巻
、
『
夢
感
悌
説
第
一
希
有
大
功
徳
経
』
二
巻
、
『
高

皇
后
侍
』
一
巻
、
『
貞
烈
事
質
』
一
巻
な
ど
が
諸
事
に
見
え
る
と
す
る
。

本
文
、
「
序
を
無
窮
に
侍
う
べ
し
(
停
序
無
窮
)
」
を
『
典
故
列
女
侍
』
⑥
は
、

「
情
緒
無
窮
」
　
に
作
る
。
ま
た
、
「
膠
木
は
福
層
の
詠
を
形
わ
し
、
姦
斯
は
振

振
の
美
を
揚
ぐ
　
(
穆
木
形
福
屈
之
詠
、
姦
斯
揚
振
振
之
美
)
」
　
に
つ
い
て
、
③
は
、

「
穆
木
形
福
履
之
詞
、
急
斯
嘲
振
振
之
美
」
に
、
⑥
で
は
、
「
穆
木
形
福
履
之

副
、
姦
斯
揚
振
振
之
美
」
　
に
作
る
。

な
お
、
妾
へ
の
配
慮
を
語
る
も
の
と
し
て
、
次
の
一
文
に
注
目
し
て
お
く
。

明
の
落
太
后
『
女
訓
』
愛
妾
第
七
に
、
「
夫
れ
妾
な
る
者
は
接
な
り
。
君
子
に

接
見
す
る
者
な
り
。
既
に
君
子
に
按
見
せ
し
な
ら
ば
、
妻
鳥
る
者
、
愛
せ
ざ
る

可
か
ら
ざ
る
な
り
。
奔
す
れ
ば
則
ち
妾
と
鳥
す
と
日
う
と
錐
も
、
豊
に
尊
卑
の

ゆ
る
が

分
を
以
て
而
し
て
之
れ
を
忽
せ
に
す
可
け
ん
や
。
且
つ
臣
妾
養
い
難
し
、
之▲

れ
を
近
づ
く
れ
ば
不
遜
に
し
て
、
之
れ
を
遠
ざ
く
れ
ば
則
ち
怨
む
。
牌
た
何
に
道

り
て
か
以
て
之
れ
に
虞
せ
ん
や
。
蓋
し
人
心
に
柔
な
る
莫
く
ん
ば
、
勢
を
以
て

逼
り
難
し
。
人
心
に
強
す
る
莫
く
ん
ば
、
徳
を
以
て
感
ず
可
し
。
惟
だ
荘
以
て

や
し
な

之
れ
に
荏
み
、
慈
以
て
之
れ
を
畜
い
て
、
可
な
り
。
然
れ
ど
も
、
天
地
の
間
、

妻
の
妾
に
於
け
る
、
嫉
妬
の
心
を
生
じ
、
毒
害
の
意
を
蔵
す
る
者
多
き
な
り
。

皆
な
由
り
て
夫
主
の
情
を
鰭
せ
ざ
る
が
故
な
り
。
夫
の
妾
に
於
け
る
、
或
る
い

は
妻
久
し
く
子
無
く
し
て
而
し
て
蚤
に
求
む
。
或
る
い
は
奉
承
し
て
人
に
乏
し

は
か

く
し
て
而
し
て
他
に
卜
す
。
妻
、
己
を
撮
ら
ず
、
子
は
代
を
著
か
に
す
る
所
以

な
る
を
知
る
岡
き
な
り
。
己
、
既
に
出
無
け
れ
ば
、
夫
に
勧
め
て
妾
を
納
れ
て

子
を
生
み
て
、
而
し
て
宗
祀
を
奉
じ
て
可
な
り
。
己
、
子
無
く
し
て
、
而
し
て

又
た
妾
を
妬
す
。
豊
に
貞
婦
、
夫
に
事
う
る
の
道
な
ら
ん
や
。
貞
婦
の
妾
に
於

け
る
、
昔
に
知
る
べ
し
、
彼
に
子
有
り
と
錐
も
、
而
れ
ど
も
詰
封
は
我
が
身
に

あ
る
な
れ
ば
、
何
ぞ
妬
す
る
こ
と
か
之
れ
有
ら
ん
。
夫
、
其
の
妾
を
愛
す
れ
ば
、

妻
も
亦
た
之
れ
を
愛
す
る
所
以
な
る
を
。
妾
を
愛
す
る
者
は
、
順
夫
の
心
な
り
。

衣
を
稚
め
食
を
譲
り
て
、
友
愛
の
心
、
自
如
た
り
。
悪
を
隠
し
善
を
揚
げ
て
、

仁
厚
の
意
、
自
若
た
り
。
妾
を
愛
す
る
こ
と
此
く
の
如
く
し
て
、
而
し
て
妾
、

寧
ぞ
愛
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
必
ず
窮
か
ら
勤
め
て
敬
を
致
し
て
、

以
て
主
母
に
事
え
、
謙
卑
し
て
自
ら
牧
め
て
、
以
て
左
右
に
侍
ら
ん
。
夫
、
其

の
婦
を
敬
し
、
婦
、
其
の
妾
を
愛
す
れ
ば
、
和
気
を
一
門
に
充
た
し
て
、
豊
に

禎
祥
鳥
ら
ざ
る
者
あ
ら
ん
や
。
筍
も
妻
、
妾
を
愛
す
と
錐
も
、
外
に
恩
蓑
を
示

に
せ
ご
こ
ろ

す
に
、
内
に
嫉
心
を
滅
す
れ
ば
、
輿
う
る
所
の
衣
服
飲
食
、
侶
意
に
過
ぎ
ざ

る
の
み
。
賢
妻
烏
る
を
欲
す
る
も
得
ん
や
。
妾
、
其
の
妻
を
敬
す
る
に
、
筍
も

た

貴
意
無
く
ん
ば
、
外
、
順
承
す
る
と
錐
も
、
内
、
怨
恨
を
懐
く
。
良
妾
烏
ら
ん

こ
と
を
欲
す
る
も
得
ん
や
。
主
父
母
鳥
る
者
、
誠
に
能
く
其
の
婦
を
善
導
す
れ

と
と
の

ば
、
則
ち
夫
主
の
心
、
安
く
、
而
し
て
家
道
、
齋
う
な
ら
ん
。
」
　
と
あ
る
。

」

◎
『
典
故
列
女
俸
』
頭
注
部
分

「
内
閣
文
庫
」
　
頭
注
部
分
に
、

[
原
文
]
穆
音
鳩
、
轟
音
終
、

膠
は
、
青
嶋
。
念
は
、
音
終
。

と
あ
る
。
「
内
閣
文
庫
」
　
に
お
い
て
も
、
特
に
、
「
音
終
」
　
の
部
分
は
、
字
が

掠
れ
て
読
み
難
い
。
各
本
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

②
　
穆
音
域
、
姦
剰
心
、

③
　
穆
音
q
、
姦
御
心
、

④
　
穆
音
鳩
、
轟
音
終
、

⑤
　
穆
音
q
、
功
利
心
、

⑥
　
穆
音
鳩
、
各
村
心
、
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以
上
、
④
以
外
は
い
ず
れ
も
乱
れ
が
大
き
い
。
③
・
⑤
の
○
字
は
、
判
読
不
可

能
で
あ
る
。

【
第
三
十
九
章
】

[
原
文
]
成
湯
之
妃
、
有
嬰
氏
之
女
也
、
賢
行
聰
明
、
化
訓
内
外
、
統
領
九
嬢
、

後
宮
有
序
、
無
妬
娼
逆
理
之
人
、
卒
致
王
功
、
[
撃
音
辛
、
行
去
督
、
]

右
第
三
十
九
章
、

成
湯
の
妃
は
、
有
嬰
氏
の
女
な
り
。
賢
行
あ
り
て
聰
明
な
り
。
内
外
を
化
訓

ね
た
み
に
く
み
　
み
だ
ナ

し
、
九
嬢
を
統
領
す
。
後
宮
に
序
有
り
て
、
妬
　
娼
・
逆
理
の
人
無
し
。
卒
に

王
功
を
致
す
(
1
)
。
[
撃
は
、
音
辛
。
行
は
、
去
響
。
]
　
　
　
右
、
第
三
十
九
章
。

○
資
料
研
究

(
1
)
　
劉
向
『
列
女
停
』
母
儀
筈
の
　
「
湯
妃
有
嬰
」
　
に
、
「
湯
の
妃
有
撃
な
る

者
は
、
有
嬰
氏
の
女
な
り
。
股
の
湯
、
要
り
て
以
て
妃
と
鳥
す
。
仲
壬
・
外
丙

を
生
む
。
亦
た
教
訓
を
明
ら
か
に
し
て
、
其
の
功
を
致
す
。
有
嬰
の
湯
に
妃
た

こ
と
ご
と

る
や
、
九
蝮
を
統
領
し
、
後
宮
に
序
有
り
。
成
く
妬
娼
・
逆
理
の
人
無
し
。

卒
に
王
功
を
致
す
。
君
子
謂
う
、
妃
は
、
明
に
し
て
而
し
て
序
有
り
と
。
詩
に

つ
れ
あ
い

云
う
、
窃
鬼
た
る
淑
女
は
、
君
子
の
好
き
連
な
り
と
。
賢
女
、
能
く
君
子
の

篤
め
に
衆
妾
を
和
好
す
を
を
言
う
。
其
れ
有
嬰
を
之
れ
謂
う
な
り
。
頒
に
日
わ

ノ

く
、
湯
の
妃
有
嬰
、
質
行
に
し
て
聡
明
な
り
。
伊
声
を
燈
従
し
て
、
夏
日
り
股

つ

と

め

つ

つ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

や

ま

ち

に
適
く
、
勤
　
怠
み
て
中
を
治
め
、
九
蝮
、
行
有
り
。
内
外
を
化
訓
し
、
亦
た
億
挟

無
し
。
」
　
と
あ
る
。

『
女
學
』
は
、
基
本
的
に
こ
れ
に
依
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
頒
」
　
も

取
り
入
れ
て
内
容
を
要
約
し
、
独
自
に
ま
と
め
直
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
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